
区分 線号 区分 種別 線色 線号

１号線

２号線

３号線

４号線

５号線

６号線

８号線

１０号線

区分 種別 線色 線号

木造 黒 3 高塔 黒 3

同無壁舎 黒 3 石段 黒 6

モルタル 黒 3 地下道入り口 黒 3

ｺﾝｸﾘｰﾄ 黒 6 公衆便所 黒 3

レンガ 黒 6 墓地 黒 3

石造 黒 6 井戸 黒 3

土蔵 黒 6 煙突 黒 3

タタキ 黒 3 消火栓 黒 3

ﾌﾞﾛｯｸ（直） 黒 3 電気孔 黒 3

ﾌﾞﾛｯｸ（傾） 黒 3 電話孔 黒 3

ｺﾝｸﾘｰﾄ（直） 黒 3 ガス孔 黒 3

ｺﾝｸﾘｰﾄ（傾） 黒 3 上水孔 黒 3

石積（直） 黒 3 下水孔 黒 3

石積（傾） 黒 3 防護柵 黒 3

簡易塀 黒 4 電力柱 黒 3

ｺﾝｸﾘｰﾄ塀 黒 6 電話柱 黒 3

さく 黒 3 信号機 黒 3

生垣 黒 3 火災報知機 黒 3

鉄柵 黒 3 交通標識 黒 3

人工斜面 黒 3 バス停留所 黒 3

3側溝U字
道
路
施
設

小
物
体

3黒側溝U字蓋

別表ー１

縮 尺 1／２５０ 図 面 図 式

黒

記念碑 黒

門 黒

側溝L字

0.40mm

0.50mm

線の幅（太さ）

線
の
種
類

家
屋

擁
壁

図式

構
囲

黒

3

8

6

0.05mm

0.10mm

0.15mm

0.20mm

0.25mm

0.30mm

図式
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区分 種別 線色 線号 区分 種別 線色 線号

独立広葉樹 黒 2 三角点 黒 3

独立針葉樹 黒 2
東京都公共基準点

及び公共基準点１級
黒 2

畑 黒 2 ２級基準点 黒 2・3

水田 黒 2 水準点 黒 2

桑畑 黒 2 ３級基準点 黒 2

茶畑 黒 2 ４級基準点 黒 2

果樹園 黒 2 補助基準点 黒 2

その他樹木畑 黒 2

荒地 黒 2

牧草地 黒 2 中心点 黒 3

芝地 黒 2 ＩＰ点 黒 3

園庭 黒 2 中心線 黒 2

駐車場 黒 2 計画幅杭 黒 2

空き地 黒 2 〃 黒 2

広葉樹 黒 2 〃 黒 2

針葉樹 黒 2 〃 黒 2

竹林 黒 2 計画幅員線 黒 4

植生界 黒 3 用地境界点 黒 2

耕地界 黒 3 三斜線の底辺 指定色 2

湖沼 黒 3 三斜線の高さ 指定色 2

流水方向 黒 3 公共用地境界線 指定色 3

都道府県 黒 2・8 筆界線 指定色 3

区市町村界 黒 8 借地界等の線 青 3

大字・町丁目界 黒 6 残地三斜線の底辺 黒 2

残地三斜線の高さ 黒 2

注　１．東京都公共測量標準図式参照

　 　２．道路台帳については、別に定める道路台帳一般図式及び凡例によること。

境
界

用
地
測
量

図式

水
部

植
生
等

基
準
点
等

路
線
測
量

2

図式

縦横線 黒

－124－
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別表－２ 

 

図 面 の 符 号          

 

 区分 種     別 符       号 凡 例 備    考  

 

地 

 

形 

 

測 

 

量 

 

等 

２級基準点 Ｃ Ｃ１，Ｃ２   

 ３級基準点 Ａ Ａ１，Ａ２   

 ４級基準点 Ｂ Ｂ１，Ｂ２   

 補足基準点 出発基準点の枝番号 
Ａ１－１ 
Ａ１－２ 

  

 既知基準点 従前の符号及び番号    

 水準基標 基標番号 京１，芝３ 
※水準基標測量成果表 

（センター）より 
 

 仮水準点 ＢＭ． 
ＢＭ．１ 
ＢＭ．２ 

  

 
中 
 
心 
 
線 
 
測 
 
量 

中心点 ＮＯ. 
(何番目の点かを数字 
で付す) 

ＮＯ．１ 
ＮＯ．２ 

  

 中心線の交点（ＩＰ点） ＩＰ. 
(何番目の交点かを数
字で付す) 

ＩＰ．１ 
ＩＰ．２ 

  

 中心線曲線部の起    点 ＢＣ. 
(何番目の曲線かを数
字で付す) 

ＢＣ．１ 
ＢＣ．２ 

  

   〃     〃   終    点 ＥＣ. (〃 〃 〃         ) 
ＥＣ．１ 
ＥＣ．２ 

  

   〃     〃   中 間 点 ＳＰ. (〃 〃 〃         ) 
ＳＰ．１ 
ＳＰ．２ 

  

 

用 

 

地 

 

幅 

 

杭 

 

設 

 

置 

 

測 

 

量 

幅員点（幅杭）  右  側 ＲＮＯ. 
(何番目の点かを数字 
で付す) 

ＲＮＯ．１ 
ＲＮＯ．２ 

  

   〃  （ 〃 ）  左  側 ＬＮＯ. (〃 〃 〃         ) 
ＬＮＯ．１ 
ＬＮＯ．２ 

  

 曲線部幅員点右側起点 ＲＢＣ. 
(何番目の曲線かを数字 
で付す) 

ＲＢＣ．１ 
ＲＢＣ．２ 

  

   〃    〃 左 側 〃 ＬＢＣ. (〃 〃 〃         ) 
ＬＢＣ．１ 
ＬＢＣ．２ 

  

   〃    〃 右 側 終 点 ＲＥＣ. (〃 〃 〃         ) 
ＲＥＣ．１ 
ＲＥＣ．２ 

  

   〃    〃 左 側 〃 ＬＥＣ. (〃 〃 〃         ) 
ＬＥＣ．１ 
ＬＥＣ．２ 

  

   〃    〃 右 側 折 点 Ｒ 
(何番目の曲線と何番目の 
折点かを付す) 

Ｒ１－１ 
Ｒ１－２ 

  

   〃    〃 左 側 〃 Ｌ ( 〃    〃     〃   〃 ) 
Ｌ１－１ 
Ｌ１－２ 

  

 隅 切 点  右  側 ＲＣ 
ＲＣ１ 
ＲＣ２ 

  

     〃        左    側 ＬＣ 
ＬＣ１ 
ＬＣ２ 

  

 

用  

地  

測  

量 

公 私 境 界 点            Ｋ Ｋ１，Ｋ２   

 民  々    〃 Ｍ Ｍ１，Ｍ２   

 借 地 権 等         〃 Ｓ Ｓ１，Ｓ２   

 計算上の境界点右  側     ＲＰ 
ＲＰ１ 
ＲＰ２ 

  

   〃       〃 左  側     ＬＰ 
ＬＰ１ 
ＬＰ２ 

  

   〃       〃 
Ｐ 

 
Ｐ１，Ｐ２   



 - 126 -

 別表－３   

測量杭標示法（その１）             

                                    (単位 : mm) 
 

 

   区 分    標 識 の 名 称 

 標識頭部の 

 

 着色の色別 

標     識     の     種    別 

 

 

   原則とするもの 

 

   指示によるもの 

 

基準点測量 

３ 級 基 準 点 黄   色 

鉄筋コンクリート杭 

 

(120×120×900 

又は120×120×600) 

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ杭の長さ 

木       杭 

(90×90×900) 

金   属   鋲 

（しんちゅう製） 

（φ75×80） 

４ 級 基 準 点 黄   色 
プラスチック杭 

(70×70×600) 

鉄筋コンクリート杭 

（120×120×900 

又は120×120×600) 

金   属   鋲 

(φ15×50～100) 

補 助 基 準 点  黄   色 
プラスチック杭 

  (45×45×600) 

金   属   鋲 

(φ15×50～100) 

水準測量 仮 水 準 点  赤   色 
 金   属   鋲 

    （φ38×33） 

金   属   鋲 

（φ14～20×60～61） 

中心点測量 

Ｉ Ｐ 点  赤   色 
 木       杭 

  (90×90×900) 
 金   属   鋲 

  (φ15×50～100) 

Ｅ Ｃ ， Ｂ Ｃ  点  赤   色 
 木       杭 

 (90×90×900) 

 金   属   鋲 

  (φ15×50～100) 

上 記 以 外 の Ｎ o点 赤   色 
 木       杭 

 (60×60×600) 

 金   属   鋲 

  (φ15×50～100) 

 用地幅杭 

 設置測量 
幅 杭  橙   色 

 木       杭 

  (60×60×600) 

 金   属   鋲 

  (φ15×50～100) 

用地測量 

公 共 用 地 境 界 点  赤   色 

プラスチック杭 

 

  (45×45×450) 

 金   属   鋲 

 

  (φ15×50～100) 

民有地（民・民）境界点  白   色 

借 地 権 等 境 界 点  青   色 

 

 （注）１ 木杭で標識を設置する場合は、頭部に傘釘 (φ13×38) を設置すること。 

        ２ プラスチック杭を設置する場合は、頭部の平らなものを使用し釘打ちをすること。 

        ３ 標識とその埋設構造の参考例を別図－１に示す。 

                                                              （次ページにつづく） 
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別表－３ 続き                                                 

測量杭標示法（その２）             

                                    (単位 : mm) 
 

  

   区 分 

 

 

   標 識 の 名 称 

 

 標識頭部の 

 

 着色の色別 

 

標識の種別 

 

 

原則とするもの 

 

指示によるもの 

  

 

 

 空中写真 

 

 測  量 

 

 

 

 

 

 

対 空 標 識 

 

 

 

 

 

 

 原 則 

 

  白 色 

 

 

 状 況 

 

    黄 色 

 

    黒 色 

 

 

       Ａ型 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       Ｂ型 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       Ｃ型 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       Ｄ型 

 

       外  側 

 

 

        内側 

 

 

             ペンキ 

     Ｅ型(樹上) 

 

 

 

 （注）４ 対空標識の材質は、耐水性ベニア板又は化学合成板とする。建物の屋上等に設置す

     る場合は、ペンキで直接表示することも可とする。 
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別表－４ 各種測量の標準作業工程 

 

     (1) 基準点測量作業工程図               (2)  水準測量作業工程図 

 

                                                                                 

  作 業 計 画         作 業 計 画        

   

   

  現 地 調 査         現 地 調 査        

   

   

  選 点         選 点        

   

   

  埋 標         埋 標        

   

   

  観 測         観 測        

   

   

  計 算         計 算        

   

   

  整 理         整 理        

   

   

  総 合 点 検         総 合 点 検        

   

   

  必要に応じて、 

第三者機関に 
 

 必要に応じて、 

第三者機関に 

 

  よる成果検定   よる成果検定  

   

   

   

   

  納 品         納 品        
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     (3) 現地測量（地形測量）作業工程図                                       

                                  

                                                                                 

  作 業 計 画        

  

  

  基準点の設置        

  

  

  細 部 測 量         ＴＳ点の設置         地形・地物等の測定  
    
  

  

  数 値 編 集         編集済データの作成  
   
  

  

  点 検 測 量        

  

  

  地 形 図 原        
地形図原図・複製用ポジ原図の作成 

 

  図 等 作 成         

  

  

  成果等の整理        

  

  

  検 定        計画機関が指定した測量成果  
   
  

  

  納 品        
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 (4) 応用測量作業工程図            (5)  路線測量作業工程図             

                                                                                     

 作 業 計 画       作 業 計 画       

            I.Pの座標計算及び決定 

            曲線緒元･中心点の計算 

 現 地 調 査       線 形 決 定          及び線形図の描入 

   

   

 現地立入手続き          

  I ･ Ｐ 設 置 測 量          (I.P・引照点の設置) 

   

 基 準 点 測 量        

  中心線測量         (主要点及び中心点設置) 

   

 地 形 測 量        

  仮B. M設置測量          (３・４級水準測量) 

   

     

 路 線 測 量  河川 測量      用 地 測 量  縦 断 測 量         (縦断面図作成) 

  

 横 断 測 量         (横断面図作成) 

  

 詳 細 測 量           詳細平面図及び縦・横 

            断面図作成 

  

 用 地 幅 杭 設 置            幅杭設置及び杭打 

 測     量           図作成 

  

 点   検       

  

 検   定       

  

  

 納   品       
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 (6) 河川測量作業工程図            (7)  用地測量作業工程図             

 

                                                                                 

  作 業 計 画          作 業 計 画        

   

   

  距離標設置測量        （距離標位置図）  資 料 調 査        （登記簿・公図関係調査） 

   

   

  水 準 基 標 測 量          境 界 確 認        （立会通知境界確認立会） 

   

   

  定 期 縦 断 測 定        （縦断面図）  境 界 測 量        （基準点測量境界点観測） 

   

   

  定 期 横 断 測 定        （横断面図）  境界点間測量        

   

   

  深 浅 測 量          面 積 計 算        

   

   

  法 線 測 量          製 図        （用地測量原図作成） 

   

   

  海 浜 測 量 及 び          点 検        

  汀 線 測 量          

   

   検 定        

  点 検          

   

   納 品        

  検 定         

  

  

  納 品         
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別図－１ 

  

  (1) 鉄筋コンクリート杭（120×120×900）又は120×120×600） 

 

               600                           鉄筋コンクリート杭頭部 

                or                          基準点 

               900   950 

                                                   金属鋲 φ10～φ15 

                                                  (頭部に十字を切ったもの) 

 

                 コンクリート18-8-20H（手練り) 

 

                     120   300 

 

            120 

            300 

 

 

 

 

  (2) 金 属 標 

     ①  基 準 点（φ80×90） 

            (平面図) 

                                                          80 

 

                                   

 

            

 

       (断面図) 

               80                           20○○年○月 

 

 

     90 

 

 

                     

                     

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
杭 

準 

 
基 

 

東 

 京 

 

都 

点 Ａ－○○ 

コ
ン
ク
リ
ー
ト 
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     ②  仮 水 準 点（φ38～39×33～40） 

 

               

 

 

 

 

     ③  そ の 他（φ15×50～100） 

 

                 金属鋲（φ15×50～100） 

 

                      

                       

                       

 

 (3) 木杭及びプラスチック杭（各種） 

 

                        傘釘 φ13×38             傘釘 

 

 

 

 

                          木杭及び頭部の平らなプラスチック杭 

                                （形状各種） 

 

 

 

 

18～20 

33～40 

50 
 ～ 
  100 

 

13

38

（又は14～20×60～61） （参考図） 
14～20 

4～10 

60～61 

38～39 
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  (4) 管理境界標杭設置図（土中）及び境界標（各種）                   

 

                    

                   事業予定区域 

 

 

                                              

 

 

                                                 650 

                                 発生土 

                                                     900 

                                                          950 

 

                                                 150 

 

 

                                                 50 

鉄筋コンクリート境界標杭                     コンクリート20-8-20H(手練り) 

   （120×120×900） 

                              300                     300 

 

 
 

                                      300 

 

 

                                          又は 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

100 
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【道路】 
①  東京都境界標 
 

 
※ 土中の場合は 120×120×900 を使用し、頭部が固定できる場合は 120×120×600 を使用

する。 
 
②  東京都道路境界鋲(バリアフリー鋲) バリアフリー鋲用ボルト 6×10×148 
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③  東京都道路境界鋲(バリアフリー鋲) 六角ボルト M6×60mm 
(参 考) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④  アルミプレート 

(参 考) 
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⑤  境界鋲(都庁マーク入り) 
(参 考) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【河川】 
①  東京都境界標 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 土中の場合は 120×120×900 を使用し、頭部が固定できる場合は 120×120×600 
を使用する。 
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②  東京都道路境界鋲(バリアフリー鋲) バリアフリー鋲用ボルト 6×10×148 
 

 
 
 
③  東京都道路境界鋲(バリアフリー鋲) 六角ボルト M6×60mm 

(参 考) 
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④ 東京都道路境界鋲(バリアフリー鋲) 河川区域、河川保全区域 
先とがりボルト M6×40mm 

(参 考) 
 

 
 
 
⑤  アルミプレート 

(参 考) 
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【公園】 
①  アルミプレート 

(参 考) 

②  エタブロンＫ１２０ 
  （参 考） 
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  (5) ２級基準点標設置工 標準構造図 

（屋上埋設） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位：mm    

  (6) ２、３級基準点標設置工 標準構造図 

（地下埋設）      

① 蓋構造図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位：mm    
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② 躯体構造図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位：mm    

 

 

再生クラッシャラン（ＲＣ－４０） 

 
再生クラッシャラン 

（ＲＣ－４０） 

新規格：18-8-20H 
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(7) ３級基準点標設置工 標準構造図 

（コンクリート杭埋設） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位：mm    

  (8)３級基準点標設置工 標準構造図 

（構造物上埋設）      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位：mm    

 

 

新規格：18-8-20H 
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(9) 金属標 構造図 

 

① ２級（屋上点） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ② ３級（地上点） 
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別図－２ 

                         計算書等の製本の規格 

                                                      案内図を添付 

 

 

                                                            ・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            ※ 各記載内容の上に保護シールを貼ること。 

            ※ 背表紙は縦書きとする。 

            ※ 案内図は表紙の裏等に添付すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  測量成果綴 

  ○年○月 

  件名 ○○ 

  場所 ○○ 

正 副 

  計画機関 東京都○○○事務所 

 

  作業機関 ○○○株式会社 
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参考資料－１ 

道路曲線部の境界線設定方法 

(1)  交角０～３°未満                 (2)  交角３以上６°未満 

    用地境界線はそのままとする。     内側はＢＣ、ＥＣを結ぶ直線を挿入する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

               ０～３°                                ３～６° 

(3)  交角６°以上 

   外側は外接する直線、内側は適当数に分割した曲線上の点を結ぶ個数の直線とする。 

   ただし、一つの直線が曲線中心となす角度は６°以下とし、一辺の長さ５ｍ以上と

  するが、半径が小さく５ｍに満たない場合は角度を適宜増大する。 
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道路曲線部の境界線設定法の説明                                       

 

(1) 交角（０～３未満）の場合 

   用地境界線はそのままとする。 

  この場合、内側歩道の狭巾及び外側歩道の拡巾が、最も増大するのは３゜の場合なの

 で、これを示せば下表のとおりである。 

 

 
 

中 心 半 径           

           内 側 、 外 側 、 両 歩 道 の 狭 巾 及 び 拡 巾                                               

   巾員 

 歩道    11ｍ   15ｍ   18ｍ   22ｍ   25ｍ 

道路巾員の 

1 0 倍 の 時           

 内 側   3.6cm   4.9cm   5.9cm   7.2cm   8.1cm 

 外 側   4.0cm   5.4cm   6.5cm   7.9cm   9.0cm 

 

(2) 交角（３以上～６未満）の場合 

   内側においてＢＣ及びＥＣの点を結ぶ直線を挿入し、外側はそのままとし、用地境 

 界線とする。 

    この場合、内外側歩道の拡巾が最も増大するのは６の場合なので、これを示せば下 

 表のとおりである。 

 
 

中 心 半 径           

           内 側 、 外 側 、 両 歩 道 の 狭 巾 及 び 拡 巾                                               

   巾員 

 歩道    11ｍ   15ｍ   18ｍ   22ｍ   25ｍ 

道路巾員の 

1 0 倍 の 時           

 内 側   14.3cm   19.5cm   23.4cm   28.6cm   32.5cm 

 外 側   15.9cm   21.6cm   25.9cm   31.7cm   36.0cm 

 

(3)  交角（６以上）の場合 
                     Ｉ 
    内側、外側曲線の分割数はｎ＝     をもって算出し、端数の生ずるときは（ｎ＋１） 
                    ６゜ 
   をもって分割数とし、その分割点を結ぶ直線を用地境界線とする。 
         Ｉ     Ｉ 
     分割角度は     又は        にて算出する。 
           ｎ    ｎ＋１ 

   外側、外側曲線のＢＣ、ＥＣ及び内側曲線の分割線との交点を切点とする外接直線 

  を結び用地境界線とする。 ゆえに(2)の連続と見なすことができ、内外側歩道の拡巾 

  の最大となる場合は、前記(2)の表をそのまま適用することができる。 

   ただし1つの直線が曲線線中心となす角度は６゜以下とし、一辺の長さ5.0ｍ以上限 

  度とする。 

   例外として半径が小さくて、一辺の長さが 5.0ｍに満たない場合は、角度を適宜増 

  大することができる。
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(イ) （０°～３°未満）の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

   

   

   

                   ＥＳ＝Ｂ・tan（Ｉ／２）＝２・ＴＬ 

 

                   Ｂ０＝Ｂ・sec（Ｉ／２） 

                        ＴＬ＝Ｂ／２tan（Ｉ／２）
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(ロ) （３°～６°未満）の場合 

 

                     ＴＬ＝Ｒ・tan（Ｉ／２） 

                        ＣＬ＝２π／360°・Ｒ・Ｉ° 

                            ＝Ｉ／Ｐ・Ｒ・Ｉ° 

                        ＳＬ＝Ｒ・｛sec(Ｉ／２）－１｝ 

                     ただし 

                        ρ＝180°／π＝57.2958（１rad.の角度） 

                       ∴ １／ρ＝0.0174533 

 

 

      ＥＳ＝（Ｒ＋Ｂ／２）・tan（Ｉ／２）  

        ＩＳ＝２・（Ｒ－Ｂ／２）・sin（Ｉ／２） 

        ＩＸ＝（Ｒ－Ｂ／２）・｛sec（Ｉ／２）－cos（Ｉ／２）｝ 

        Ｂ０＝（Ｒ＋Ｂ／２）sec（Ｉ／２）－（Ｒ－Ｂ／２）cos（Ｉ／２）
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（ハ）（６°以上）の場合 
    （その１） 
                                                          (ｎ) 
                                                                ２辺の場合 
                                                      (ｎ＋１) 

                                                                 （特殊） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＴＬ＝Ｒ・tan（Ｉ／２）  

ＣＬ＝２π／360°・Ｒ・Ｉ° 

ＳＬ＝Ｒ・｛sec（Ｉ／２）－１｝  

 

Ｌｘ ＝（Ｒ－Ｂ／２）・｛sec（Ｉ／２）－１｝ 

ＩＳ  ＝ ２・（Ｒ－Ｂ／２）・sin（Ｉ／４） 

 

ＥＳ  ＝（Ｒ＋Ｂ／２）・tan（Ｉ／４） 

ＥＸ  ＝（Ｒ＋Ｂ／２）・｛sec（Ｉ／２）－１｝ 

 

     Ｂ。＝（Ｒ＋Ｂ／２）・sec（Ｉ／４）－（Ｒ－Ｂ／２）・cos（Ｉ／４） 
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（ハ）（６°以上）の場合 
    （その２） 
                                                          (ｎ) 
                                                                ３辺の場合 
                                                      (ｎ＋１) 

                                                               （奇数辺） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＴＬ＝Ｒ・tan（Ｉ／２）  

ＣＬ＝２π／360°・Ｒ・Ｉ° 

ＳＬ＝Ｒ・｛sec（Ｉ／２）－１｝  

 

Ｉｘ ＝（Ｒ－Ｂ／２）・｛sec（Ｉ／２）－１｝ 

Ｉｘ′＝（Ｒ－Ｂ／２）・｛sec（Ｉ／２）－cos（Ｉ／６）｝ 

ＩＳ ＝２・（Ｒ－Ｂ／２）・sin（Ｉ／６） 

 

ＥＳ  ＝（Ｒ＋Ｂ／２）・tan（Ｉ／６） 

ＥＸ  ＝（Ｒ＋Ｂ／２）・｛sec（Ｉ／２）－１｝ 

Ｅｘ′＝（Ｒ＋Ｂ／２）・｛sec（Ｉ／２）－sec（Ｉ／６）｝ 

 

     Ｂ。＝（Ｒ＋Ｂ／２）・sec（Ｉ／６）－（Ｒ－Ｂ／２）・cos（Ｉ／６） 
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（ハ）（６°以上）の場合 
    （その３） 
                                                          (ｎ) 
                                                                ４辺の場合 
                                                      (ｎ＋１) 

                                                                 （偶数辺） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＴＬ＝Ｒ・tan（Ｉ／２）  

ＣＬ＝２π／360°・Ｒ・Ｉ° 

ＳＬ＝Ｒ・｛sec（Ｉ／２）－１｝  

ＩＳ ＝２・（Ｒ－Ｂ／２）・sin（Ｉ／８） 

ＩＸ ＝（Ｒ－Ｂ／２）・｛sec（Ｉ／２）－１｝ 

 

ＥＳ  ＝（Ｒ＋Ｂ／２）・tan（Ｉ／８） 

ＥＸ  ＝（Ｒ＋Ｂ／２）・｛sec（Ｉ／２）－１｝ 

 

     Ｂ。＝（Ｒ＋Ｂ／２）・sec（Ｉ／８）－（Ｒ－Ｂ／２）・cos（Ｉ／８） 
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参考資料－２ 

 

 クロソイド区間の境界線設定法 

   中心線長Ｌ（クロソイド曲線長）をｎ分割（ｎは偶数辺）し、 

 各中間点（KC5-1-1～KC5-1-16）の座標及び接線角τ＝Ｌ２/2A２（τ5-1-1～τ5-1-16） 

  を求め、偶数点より接線角τの直角に1/2道路幅員を取り、内側点（KR5-1-2, KR5-1-4, 

 …………KR5-1-14,KR5-1-16）及び外側点（KL5-1-2, KL5-1-4,………KL5-1-14,Kl5-1-16）  

の各点を算出する。 

  内側曲線は上記で求めた内側点（KR5-1-2, KR5-1-4,………KR5-1-14,KR5-1-16） 

           を結ぶ直線を用地境界線とする。 

  外側曲線は中間点の奇数点（KC5-1-15)からその点の接線角（τ5-1-15）の直角方向 

 と外側点で曲率1/R が大きい方の点（KL5-1-16）よりその点の接線角（τ5-1-16）と 

 の２点２方向で交点（KL5-1-15）を求める。 

  次も奇数点（KC5-1-13）からその点の接線角（τ5-1-13）の直角方向と外側点で曲率

  が大きい方の点（KL5-1-14）よりその点の接線角（τ5-1-14）との２点２方向で交点

  （KL5-1-15）を求める。 

  以下同様に(KL5-1-11,KL5-1-9………KL5-1-3,KL5-1-1）を求め、各点を結ぶ直線を用

  地境界線とする。 

  ただし用地境界区間で一辺の長さが最短となるのは内側で曲率が大きい箇所であるので、

この区間（KR5-1-14～KR5-1-16）を５ｍ以上になるように、ｎ（ｎは偶数辺）を決める。 

 

 

 

 

 

 



 

 

-
 
1
5
4
 - 

 

 
    クロソイド要素 
 
 
 
 
 

ＩＰ№   ５  曲線番号                                                                            内 外 線 算 出 要 素  
 K№ 5-1 5-2  クロソイド番号 

 クロソイド主接線の交角 
 半角線の半径 
 クロソイド角線長 
 シフト 
 Ｏ点のX座標､Y座標 
 Ｐ点のX座標 
 Ｐ点のY座標 
 円弧の長さ 
 全角線長さ 

 Ｋ№       5-1  Ｋ№       5-2  
 Ｉ   測点№  L  X  Y  τ  測点№  L  X  Y  τ 
 Ｒ    KA5-1      KE5-2     
 Ｌ    KC5-1-1      KC5-2-7     
 ΔＲ    KC5-1-2      KC5-2-6     
 Ｘｏ      ・        ・     
 Ｘ      ・        ・     
 Ｙ    KC5-1-7      KC5-2-1     
 LC   KE5-1      KA5-2     
 CL    
 Tc    クロソイド頂点からIP点の長さ 

 動径 
 TC-XO 
 パラメーター 

 So   
 Ｗ  
 Ａ   
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クロソイド要素と記号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クロソイド原点ＫＯにおいて曲率は０であり、Ｐ点において1/R なるクロソイドである。

 ＫＯ     ：クロソイド原点 

 Ｐ      ：クロソイド上の任意の点 

 Ｏ      ：クロソイド上のＰ点における曲率の中心 

 ＫＯ～Ｘ   ：主接線（クロソイド原点における接線） 

 Ａ      ：クロソイドのパラメーター 

  Ｘ,Ｙ     ：Ｐ点のＸ座標、Ｙ座標 

 Ｌ      ：クロソイド曲線長 

 Ｒ      ：Ｐ点における曲率半径 

  ΔＲ     ：移程量（シフト） 

 Ｘｏ，Ｙｏ  ：Ｏ点のＸ座標、Ｙ座標 

 τ      ：Ｐ点における接線角（ら線角） 

 σ            ：Ｐ点の極角 

 ＴＫ，ＴＬ     ：短接線長，長接線長 

 Ｓｏ     ：動径 

 Ｎ      ：法線長 

 Ｕ      ：ＴＫ の主接線への投影長 

 Ｖ      ：Ｎの主接線への投影長 

 Ｔ      ：Ｘ＋Ｖ＝ＴＬ ＋Ｕ＋Ｖ 

 

クロソイド上に任意の弦をとったとき 

 Ｂ      ：曲線長 

 Ｓ      ：弦 長 

 φ      ：弦 角 

 Ｆ      ：拱  矢（ｺｳｼ） 

                                                                 

Ｒ，Ｌ，Ａ,τの関係を次式で示す。                               主接線 

 Ｒ＝Ａ２／Ｌ＝Ｌ／２τ＝Ａ／√(２τ) 

 Ｌ＝Ａ２／Ｒ＝２τＲ＝Ａ√(２τ) 

 τ＝Ｌ／２Ｒ＝Ｌ２／２Ａ２＝Ａ２／２Ｒ２ 

  Ａ２＝ＬＲ＝Ｌ２／２τ＝２τＲ２ 

ただし、τはラジアン（180/π）で示したものである。 



 

 

-
 
1
5
6
 - 

参考資料－３ 
 
  河川曲線部の境界線設定法 
 
  河川曲線部の内側法線（内側拡幅） 
                                               ＩＰ－         
                                                                                       中 心 線（Ｒ）    河道内曲線（Ｒo） 
    河川名                                                                                                                         
                                                                                        Ｉ．Ａ＝        Ｉ．Ａ    ＝       
 
                                                                                         Ｒ   ＝               Ｒ(Ｒo）   ＝       
 
                                                                                        Ｔ．Ｌ＝               Ｔ．Ｌ(Ｔo)＝       
 
                                                                                        Ｃ．Ｌ＝        Ｃ．Ｌ     ＝       
 
                                                                                        Ｓ．Ｌ＝        Ｓ．Ｌ(Ｓ) ＝       
                                                                                          
                                                                                         Ｂ   ＝       
 
                                                                                        ΔＳ  ＝ Ｉ／１０００×Ｂ    ＝   
                                                                                                                         
                                                                                        Ｔ′  ＝（Ｓ＋ΔＳ）/Ｓ×Ｔo ＝   
                                                                                                                         
                                                                                        Ｒ′  ＝Ｔ'tan(90°－Ｉ/２） ＝   
                                                                                                                               
                                                                                        ΔＳｉ＝ Ｒo＋（Ｒ'－Ｒo＋ΔＳ）Cosθ 
 
                                                                                               － Ｒ'２－（Ｒ'－Ｒo＋ΔＳ)２sin２θ  ＝  

 
ここに 

                                                                                        Ｉ  ：交角    （度） 
                                                                                        Ｔo  ：拡幅前における内カーブＴ．Ｌ  （ｍ） 

Ｔ′ ：拡幅後における内カーブＴ．Ｌ  （ｍ） 
                                                                                        Ｒo  ：拡幅前における内カーブ半径   （ｍ） 

Ｒ′ ：拡幅後における内カーブ半径    （ｍ） 
Ｂ  ：流路幅員〔高水法線間距離〕    （ｍ） 

                                                                                        Ｓ  ：拡幅前における内カーブＳ．Ｌ  （ｍ） 
                                                                                        ΔＳ ：拡幅量     （ｍ） 
                                                                                        Ｗ  ：河川計画幅 （ｍ） 
                                                                                        ΔＳｉ：任意の地点（θの場合に）おける拡幅量  （ｍ） 
 



 

 

 
-
1
5
7
 - 

 
 
 

 
 
 

  内曲線拡幅量計算用紙                      河川名          （           ） 
 

測点 li RＡDＩＡＮ θ Cosθ Sinθ Ro R′ ΔＳ 
α 

(R′-Ｒo＋ΔＳ) 
aCosθ aSinθ a2Sin2θ R′２ R′２-a２sin２θ           

R’2-a2sin2θ 
ΔSi 

                 

                 

                 

                 

                 

                 

                 

                 

                 

                 

                 

                 

                                    

                 

                 

                 

                 
 



 

 

-
 
1
5
8
 - 

                        曲 線 分 割 計 算 書                             河川名 
 
                                                                                                 （ ＩＰ－          ） 
 

                                                                                                    Ｉ．Ａ＝                

                                                                                                    Ｒ  ＝                

                                                                                                    Ｃ．Ｌ＝                

                                                                                                    Ｔ．Ｌ＝                

                                                                                                    Ｓ．Ｌ＝                

                                                                                                    ｎ   ＝                

                                                                                                             （ｎは偶数とする） 

                                                                                                    θ＝Ｉ・Ａ／ｎ＝            

                                                                                                    θ／２＝                

                                                                                                    Ｒi＝Ｒ′－4.0ｍ＝           

（4.0ｍは管理用通路幅を示す） 

                                                                                                    Ｒu＝Ｒ＋Ｗ／２＝           

 

 

                                                                     Ｌu＝２・Ｒu・tan（θ／２）   ＝               

                                                                     ｄＳu＝Ｒu÷cos（θ／２）－Ｒu ＝               

                                                                     Ｌi＝２・Ｒi・sin（θ／２）   ＝               

                                                                     ｄＳi＝Ｒi－Ｒｉ・cos（θ／２）＝               

                                                              〔検算〕 

                                                               √｛Ｒu２＋（Ｌu／２）２｝ ＝               

                                （Ｒu＋ｄＳu） ＝               

                                                               √｛（Ｒi－ｄＳi）２＋（Ｌi／２）２｝＝               

                                       Ｒi ＝               

外側 
 

内側 
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参考資料－４ 

関 係 資 料 一 覧 表             

                                                                                         

    種     別             資  料  名     保 管 場 所  

（道路関係）    

 1. 告示関係 (1)告示原議（路線認定、区域決定、変 建・道路管理部路政課  

    東京都告示   更、供用開始、供用廃止等） 東京都公文書館  

     S．18．8．21    告示略図、丈量図、面積計算書、 建設事務所管理課（副)  

        ～現在    地図（公図）写し、土地調書、   

    平面図、構造図、権原関係書、   

    東京府告示     その他   

     T．9．4．1．    認定改廃路線図、告示索引図、告示綴、 建・道路管理部路政課  

    ～S．18．6．19  旧町村引継路線図（赤図・青図)   

    東京市告示 （昭和7年10月1日、昭和11年10月1日   

     T．9．4．1  東京市に編入した町村の路線図）   

    ～S.18．6．29  換地位置決定図、地籍地図、管理協定   

  原議、その他   

      (注) 昭和7年8月25日、東京市告示   

          第313号道路台帳平面図のとおり   

          区域決定   

       （東京市旧15区）   

    

    

 2．道路台帳関係 (1)道路台帳平面図   

 
 (Ａ)旧道路法時代に調製された道路台帳

平面図 
 

 

    （イ)府県道（縮尺1/1200 T.11～   

       S.17）東京府全域、区域線   

       記入ずみ、一部成果あり。   

    （ロ)旧市域（縮尺1/600 T．11～   

      S.17）旧東京市の全域（旧15   

      区）、区域線記入ずみ   

    （注)麹町、神田（千代田区）、京   

       橋、日本橋（中央区）、芝、   

        赤坂、麻布(港区）、四谷、   

       牛込（新宿区）、本郷、小石   

       川（文京区）、浅草、下谷（台   

       東区）、本所（墨田区）   

       深川(江東区）   

    （ハ）新市域（縮尺1/500   

          S.9～S.17）   

        旧市域以外の20区、現況図   

       のみ   
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    種     別             資  料  名     保 管 場 所  

    

      （注)淀橋（新宿区）、向島（墨田   

      区）、城東（江東区）、品川   

      荏原（品川区）、目黒（目黒   

      区）、大森、蒲田（大田区）、   

      世田谷（世田谷区）、渋谷（渋   

      谷区）、中野（中野区）、杉並   

      （杉並区）、豊島（豊島区）、   

      王子、滝野川（北区）、荒川   

      （荒川区）、板橋（板橋区、練   

        馬区）、足立（足立区）、葛飾   

       （葛飾区）、江戸川（江戸川   

        区）   

 
  (B)新道路法施行後に調製された道路台

帳平面図、附属調書 

建設事務所管理課、各支

庁 

 

      知事管理道路を全域について調製、   

    補正中 縮尺1/500区域線記入中、   

    S.31～   

 (2)地下埋設物台帳平面図、附属調書   

 
 （A)旧道路法時代に調製された地下埋設

物台帳平面図 
 

 

     旧市域 縮尺1/250 S．2～S.17   

     新市域 縮尺1/500 S．9～S.17   

 
 （B)新道路法施行後に調製された地下埋

設物台帳平面図 
建設事務所管理課､各支 

 

    知事管理道路を全域について 庁  

    調製   

    縮尺1/500 S.26～補正中   

 (3)道路敷地構成図（調書を含む） 建設事務所管理課  

    縮尺1/500 S.49～調製中   

 (4)道路区域の標示、証明図書 建設事務所管理課  

    

    

 3．街路、道路整備関係  買収原議ほか用地関係 建・用地部用地課  

  丈量図、面積計算書、土地調書、地 建設事務所管理課  

  図（公図）写、測量成果、縦横断図、     〃  用地課  

  平面図、構造図、権原関係図書、     〃   工事課  

  占用物件表示図及び調書、その他 東京都公文書館  
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    種     別              資  料  名      保 管 場 所  

    

 4．日米行政協定道路  日米行政協定により改修した道路の資料 管轄事務所以外に区部建  

  丈量図、面積計算書、土地調書、地図 設事務所に保管されてい  

 （公図）写、平面図、構造図、権原関係 る場合がある。  

  調書   

    

（河川関孫）    

 1．告示関係  告示原議 建・河川部管理課  

    案内図、位置図、実測現況平面図、   

    求積図、面積計算書、土地調書、   

    地図（公図）写、河川境界、確定図抄   

   本（境界図抄本）、その他   

 2．河川台帳関係  河川台帳（－部あり） 建設事務所管理課  

  関東地整河川部水政課  

       （多摩川）  

 3．河川改修関孫  実測現況平面図、求積図、面積計算書、 建設事務所管理課  

  土地調書、地図（公図）写、境界図 (副）、   〃   工事課  

  測量成果、縦横断図、構造図、占用物件 各区役所土木部  

  表示図及び調書、  （委任河川）  

  その他   

    

（土地整理関係）    

 1．土地区画整理関係  広報関係 都市整備局  

  東京都、区市町村    換地確定図、測量成果、面積計算書、 市街地整備事務所  

  公団、公社、   土地調書、地図（公図）写、平面図、 その他各事業施行者  

  組合施行   構造図、縦横断図、求積図、埋設物件 （組合施行の場合は当  

    図書、上地認可図、  時の組合長、役員など）  

    その他 東京都公文書館  

 2．再開発関係  丈量図、測量成果、面積計算書、土地 都市整備局  

  調書、地図（公図）写、買収原議他用 市街地整備事務所  

  地関係、平面図、構造図、縦横断図、   

  埋設物件図書、その他   

  広報関係 東京都公文書館  

 3．耕地整理関係    確定図、測量成果、面積計算書、 事業施行者  

    土地調書、地図（公図）写、平面図、   

   構造図、求積図、埋設物件図書、   

   上地認可図、その他   

 4．土地改良関係  上地認可図、平面図、その他 東京都公文書館  

  事業施行者  
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     種     別             資  料  名     保 管 場 所  

 (埋立関係)  東京都公文書館  

 1．港湾局関係  埋立実測図、丈量図、しゅん功図 財・財産運用部  

  その他 港・臨海開発部  

    

（財務局関係）    

  境界確定事務関係  境界確定協議の原議（確定・確認）正本 東京都公文書館  

  境界確定協議の境界図      副本 建・総務部用度課  

  建設事務所管理課  

     

 土地測量の原議（用地買収関係） 正本 東京都公文書館  

    

  震災復興土地区画整理確定図（旧市15区） 建・総務部用度課  

  建設事務所管理課  

 
 戦災復興土地区画整理確定図  （一部） 

マイラー 

建・総務部用度課 

建設事務所管理課 

 

   
都市整備局・市街地整備

部区画整理課 

 

  土地区画整理、耕地整理、土地改良事業 建・総務部用度課  

  等の資料（確定資料）   （－部）   

  一般査定図 （縮尺1/600 旧市域と品 建・総務部用度課  

  川  T.8～T.15） 建設事務所管理課  

  その他   

（各局所管公有財産関係）    

  土地の測量及び処分等の原議 財・財産運用部  

     

 財産台帳及び図書   

   公有財産規則により公有財産の管理   

  は、主管の局長が行っており、財産台   

  帳及び図書は各局の主管部課が保管し   

  ている。   

建設局所管公有財産境界  境界確定協議の原議 東京都公文書館  

確定事務関係    〃   境界図 建・総務部用度課  

  建設事務所管理課  

    

 (不動産登記関係）    

  土地登記簿、建物登記簿 東京法務局出張所等  

  地図（公図）   

  土地所在図、地積測量図、旧地図   

  （旧公図）、旧土地台帳、閉鎖登記簿等   

    

（固定資産関係）    

  課税台帳、非課税台帳 都税事務所  

  地図（公図）    〃  

  各申告書 市役所、町村役場  
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     種     別             資  料  名     保 管 場 所  

 (保存文書関係)    

   主として明治時代から昭和20年頃まで 東京都公文書館  

  の道路、河川、公園、区画整理関係、寺  （文書、索引）  

  社、その他の土地に関する文書が保存さ 建設事務所管理課  

  れている。     （索引）  

  （例）   

     土地収用、土木雑件、土地道路敷、   

    土地河岸地、土地公園、土地堤防   

    土揚敷、土地市有地、土地地界、   

      土地官有地、国有土地、例規告示、   

    国有地籍、都市計画、土地公有水面、   

     土木河川･･･   

    

     なお、戦後についても、長期保存文   

   書は、東京都公文書館に保管されるこ   

   とが多く、その内容については、公文   

    書館又は各主管部所に問い合わせるこ   

    と。   
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参考資料－５ （Ａ４判） 
 
登記所申請用紙（注：この様式は参考であり、申請の際には、書式を登記所へ確認すること。） 

 

種別 町 丁目字 地番 家屋番号又は所有者
請求
通数

□ 土 地

□ 建 物

□ 土 地

□ 建 物

□ 土 地

□ 建 物

□ 土 地

□ 建 物

□ 土 地

□ 建 物

□ 土 地

□ 建 物

□ 閲 覧

□ 写 し

2 ■ 建 工 登 第 号

登記所の表示 東京法務局 令 和 年 月 日

□　謄　本 □　閲　覧

申　　 　 請　 　　 書
□　抄　本 □　地　図

支局
出張所

不
 

動
 

産
 

の
 

表
 

示

区

□　登記申請書附属書類（　　　　　年　　　月　　　日受付第　　　　　　　号）

□　謄 本　（全部）

□　謄 本　（現に効力を有する部分）

□　閉鎖謄本　（　　　　　年　　　　月　　　　日閉鎖）

□　登記事項要約書

※　受付　　第　　　　　　　　　　　　号 　　　※　交付

※枚数 ※通数 ※筆個数 ※確認印

手数料 登記手数料令第19条により納付せず

申
請
人

（官公署） （職氏名）

東京都第■建設事務所 　　　　東京都第■建設事務所長

　　■　　■　　■　　■

（担当者）第■建設事務所 　　

氏　名 ■■■　■ 電話 　　00-0000-0000

□　抄 本　（マンション等の専有区分全部）

□　抄 本　（　　　　　　年　　　　月　　　　日 登記事項 甲区　　　番 乙区　　　番）

□

請求理由 公共用地取得のため

請
 
 

求
 
 

事
 
 

項

該当事項に レ をつけ、所要事項を記入してください。

□　地図（地図番号第                            号）

□　地積測量図

□　建物図面

□　
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参考資料－５ 続き（Ａ４判） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 □　謄　　本    □　閲　　覧

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　申　　請　　書

 □　抄　　本    □　地　　図

種　別
都、市、

区
町、村、

大字
丁目字 地　番

家屋番号又
は所有者名

請求の
通　数

□土地

□建物

□土地

□建物

□土地

□建物

□土地

□建物

□土地

□建物

□土地

□建物

□土地

□建物

□土地

□建物

□土地

□建物

□土地

□建物

□土地

□建物

□土地

□建物

□土地

□建物

□土地

□建物

□土地

□建物

□土地

□建物

□土地

□建物

□土地

□建物

□土地

□建物

不

動

産

の

表

示
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参考資料－６ 

 

測 量 委 託 の 様 式                            （その１） 

 
 
 様 式 番 号           様 式 名                          

様式第１  身分証明書 

様式第２  基準点点の記（２－1）、（２－２）、（２－３） 

様式第３  水準点点の記 

様式第４  境界点点の記（公共用地・民有地・借地権等） 

様式第５  基準点測量成果表 

様式第６  水準測量成果表 

様式第７  基準点測量精度管理表  その１ 

様式第８  基準点測量精度管理表  その１－２ 

様式第９  基準点測量精度管理表  その２ 

様式第10  水準測量精度管理表（含 簡易水準測量） 

様式第11  地形測量精度管理表 

様式第12  条件点測量精度管理表 

様式第13  ＩＰ点設置測量精度管理表 

様式第14  中心線測量精度管理表 

   様式第15  縦断測量精度管理表  

様式第16  横断測量精度管理表 

様式第17  用地幅杭設置測量精度管理表 

様式第18  境界測量精度管理表 

様式第19  土地登記簿調書 

様式第20  借地権等調書 

様式第21 立会依頼状 

様式第22  立会依頼状発送簿 

様式第23  借地権等境界立会確認書 

様式第24  土地調書 

様式第25  土地調書（土地登記簿写） 

 

( 次ページにつづく) 
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参考資料－６  続き 

 

測 量 委 託 の 様 式                            （その２） 

 
 
 様 式 番 号           様 式 名                          

様式第26  管理境界標杭設置立会確認書 

様式第27  区域変更調書 

様式第28  建標承諾書 

様式第29  基準点現況調査報告書 

様式見本第１  基準点測量観測データリスト 

様式見本第２  ３，４級水準測量観測データリスト 

様式見本第３  資料調査図例 

様式見本第４  境界検討図例 

様式見本第５  竣工道路引継調書 

様式見本第６  地目変更調書 

様式見本第７  座標面積計算書 

 

参 考 

 

委任状（境界立会依頼） 

土地計算書 
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様式第1  
 

 

（表）                   （裏） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

※顔写真はデジタルカメラ等で撮影し、データとして貼り付けたものをプリントし、公印を押

印したものをラミネートすることを原則とするが、困難な場合は監督員の指示によること。

書式データについては、監督員から受領すること。 

 

 

 

注  意 

 

1.この証明書は、標記  委託  に従

事する場合には、必ず携帯し、関係人

に請求があったときは、いつでも提示し

なければならない。 

2.この証明書の記載事項は訂正しな

い訂正したものは無効とする。 

3.この証明書は、他人に貸与し、又は

譲渡してはならない。 

4.この証明書を紛失したときは、すみ

やかに東京都○○建設事務所長へ届

け出なければならない。  

5.この証明書の有効期間は、委託期

間とし、有効期間を経過したときは、す

みやかに東京都○○建設事務所長へ

返還しなければならない。 

３〇建〇〇身第〇号 
 

身 分 証 明 書 
 

氏名             

     平成   年   月  日生 

勤務先 

住所 

   上記の者は東京都施行の下記委託 

   に従事する者であることを証明する。 
 

記 

  1.件  名 

 

  2.委託場所  

 

  3.委託期間 自 令和   年    月    日 

       至 令和   年   月    日 

  令和    年       月      日 

 

   東京都○○建設事務所長 
 
 

 

公

印 

 
 
 

顔写真 



様式第２　（２－１）

世界測地系（測地成果２０１１）　　等級 ： 　　級

年 月

年 月

.

. . .

・

・

・

年 月 日

年 月 日

座標系　： 縮尺係数： 網平均計算の種類：

所　在　地

観測年月日 令和

基　準　点　点　の　記

点　番　号
埋標年月日 令和 日

日

(A.P.)

 T.P.

視準点の名称 方　　向　　角 距　　離

座標値及び標高

Ｘ Ｙ 標高

ｍ ｍ ｍ

° ′ ″ ｍ

－ －

－ －

標識の種類 埋設方法

－ －

9

略　　　　　　　　　　図

備　　　　考

調査年月日 令和

写　　　　　真

作成年月日 令和
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世界測地系（測地成果２０１１）　　等級 ： ３級

年 月

年 月

.
. . .

・

・

・

助言番号 ： H25C0696

平成25年度　改算による座標変換

ＴＳ測量による

標高は設置当時の間接水準測量の成果である。

年 月 日

年 月 日

座標系　： 縮尺係数： 網平均計算の種類：

ｍ″

37025501 23.5160 －－

° ′

3 69866

1

平成

平成

26

略　　　　　　　　　　図

9 1

備　　　　考

9 0.999907 三次元網平均

作成年月日 27 3

311 － 13 －

－

37025502

－

所　在　地 西東京市下保谷四丁目12番9号地先（都道飯田橋石神井新座線）

Ｘ Ｙ 標高

座標値及び標高 ｍ

-27,686 364

視準点の名称 方　　向　　角

ｍ

(A.P.)　　　5３ 326

ｍ

-24,001 824
 T.P.　　　 52 192

距　　離

点　番　号
日

平成

作成例

3702506-1
（下保谷）

19 2

日9 2 10

基　準　点　点　の　記

埋標年月日

観測年月日

平成

35.3 111 747

埋設方法 地上埋設（路面）（3702506）

写　　　　　真

調査年月日

金属標標識の種類

点番号が重複する場
合は「-1」や「★」では
なく町名を追記

点番号と現地の標識
番号が異なる場合に
記入

維持管理調査の写真
を貼付、備考欄に年
月日を記入
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様式２　（２－２） 調製　　令和　　年　　月　　日

東京都道公共基準点（２級）点の記

点 名

所 在 地

所 有 者
管 理 者

（電話）

（電話）

備　　　　　　　　　　考

設 置 法 埋 標 種 類

埋 標 年 月 日 案　　　内　　　図

観 測 年 月 日

詳　　　　細　　　　図

第　一　方　位　標

第　二　方　位　標
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様式２　（２－３）

° ′ ″ ｍ

ｍ

（Ｔ．Ｐ．）

° ′ ″ ｍ

平　均　方　向　角

Ｈ

B

L

N

標　識　の　種　類

Ｈg

視　　準　　点　　の　　名　　称 備　考縮　尺　係　数

距　　　　離

設　　置　　法

（座　標　系　　９）

東　京　都　公　共　基　準　点　成　果　表

世界測地系（測地成果２０１１）

調 製 令 和 年 月 日

２級基準点

Ｘ

Ｙ

- 172 -
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様式第3   
 

水準点点の記 
 

世界測地系（測地成果２０１１） 等級：          調製：令和  年  月  日 
 
  

 点 番 号         

  

 選点年月日 

 

令和  年  月  日 

 

 所 在 地          

 標 高          (A.P.) 
ｍ 

． 
杭   高 

ｍ 
． 

 標 識 の 種 類                    埋 設 方 法  

略             図 

 

   

写             真 

 

 
※注（測地成果２０１１）欄は、測量時に使用した測地成果のバージョンを記載する。
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様式第4   
 

境界点点の記（公共用地・民有地・借地権等） 
 

世界測地系（測地成果２０１１） 等級：          調製：令和  年  月  日 
 
 

点 番 号  測量年月日  令和   年   月   日 
 

点の種類          

所 在 地  

 

 
座 標 値 

Ｘ Ｙ 

ｍ 
． 

ｍ 
． 

標識の種類  埋設方法          

略           図 

 

   

写           真 

 

座標系：        縮尺係数：       網平均計算の種類： 
※注（測地成果２０１１）欄は、測量時に使用した測地成果のバージョンを記載する。 

 



 

 

-
 
1
7
5
 
-
 

 様式第5    
基準点測量成果表 

世界測地系（測地成果２０１１） 等級：                                 調製：令和  年  月  日 
 
 

基 準 点 路 線              

 
の  種  類              

基準点の種類              

 
及 び 番 号              

基準点の座標値 基 準 点 の                

 
標 高 （ A . P . ）                

基 準 点 の                

 
ジ オ イ ド 高                

方 向 角              点 間 距 離            摘 要                

 

  

Ｘ Ｙ 

  ． ． ． ． －  － ．  

  ． ． ． ． －  － ．  

  ． ． ． ． －  － ．  

  ． ． ． ． －  － ．  

  ． ． ． ． －  － ．  

  ． ． ． ． －  － ．  

  ． ． ． ． －  － ．  

  ． ． ． ． －  － ．  

  ． ． ． ． －  － ．  

  ． ． ． ． －  － ．  

  ． ． ． ． －  － ．  

  ． ． ． ． －  － ．  

  ． ． ． ． －  － ．  

            ． ． ． ． －  － ．   

  ． ． ． ． －  － ．  

  ． ． ． ． －  － ．  

 
※注（測地成果２０１１）欄は、測量時に使用した測地成果のバージョンを記載する。



 

 

-
 
1
7
6
 
-
 

 
 様式第6     

水準測量成果表 
世界測地系（測地成果２０１１） 等級：                             調製：令和  年  月  日 

 
 

水準点番号 所   在   地 標高  （ A . P . ）                摘         要 
 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

          

    

     
 ※注（測地成果２０１１）欄は、測量時に使用した測地成果のバージョンを記載する。



 

 

-
 
1
7
7
 
-
 

 
様式第7     
 

基準点測量精度管理表 その１ 
 
 
 

作 業 名  地 区 名  計画機関名  作業機関名  作業班長          
 

目   的  期   間  作 業 量  主任技術者            

 
 
 
  

 
路線番号 

 

 
測点番号 

 

 
路線長      

 

 
内角数      

 

 
辺 数      

点  検  計  算  

 
偏 心      

 

 
再測数      

厳 密 網 平 均 計 算                   

摘      要 

 

水 平 位 置 標    高 単位重量 

の 
標準偏差 

許 容 

 
範 囲 

高低角の 

 
標準偏差 

許 容 

 
範 囲 

    

閉合差 許容範囲 閉合差 許容範囲 

               

 

 再測率      

 
                                                                                                                                  
 
 

点 検 測 量                       
 

主要機器名称番号 
 

 

測 点 番 号             

距        離 水 平 角                鉛 直 角                

         永久標識の種別等 

点検値       採用値       軟  差 点検値       採用値       軟  差 点検値       採用値       軟  差 種別 数量 埋設様式 

   
          

特 記 事 項             

 

 



 

 

-
 
1
7
8
 
-
 

 
 様式第8     
 

基準点測量精度管理表 その１－２ 
 
 
 

作 業 名  地 区 名  計画機関名  作業機関名  作業班長          
 

目   的  期   間  作 業 量  主任技術者              

 
 
 
 

路線番号 測点番号 路線長      内角数      辺 数      

点  検  計  算 

偏 心      再測数      

厳 密 網 平 均 計 算                   

摘    要 

 

水 平 位 置 標    高 新点位置の標準偏差                  （ｍ） 

閉合差 許容範囲 閉合差 許容範囲 点番号 水平 許容範囲 標高 許容範囲 

                 

 
                                                                                                                                  
 
 

点 検 測 量                       
 

主要機器名称番号 
 

 

測 点 番 号             

距        離 水 平 角                鉛 直 角                

         永久標識の種別等 

点検値       採用値       較  差 点検値       採用値       較  差 点検値       採用値       較  差 種別 数量 埋設様式 

   
          

特 記 事 項             

 

 



 

 

-
 
1
7
9
 
-
 

 
 様式第9 
                                                                                                 

基準点測量精度管理表 その２ 
 
 
 

作 業 名  地 区 名  計画機関名  作業機関名  作業班長          
 

目   的  期   間  作 業 量  主任技術者            

 
 
 
 

基 線 解 析 辺                     仮 定 三 次 元 網 平 均                            三次元網平均計算 
 主要機器名称番号                    

測 点 名             辺      長 

 
（ 斜 距 離 ） 

ΔＸ又は方位角 ΔＹ又は方位角 ΔＺ又は方位角 斜距離の残差 

 自：  至： 残 差 許容範囲 残 差 許容範囲 残 差 許容範囲 残 差 許容範囲 

           

永久標識の種別等                   

種 別 数 量 埋 設 様 式 

   

  

 
     

新点位置の標準偏差                     
 

点 検 測 量                                 
 

新点番号 

水平位置        標   高 測 点 名             点検値       

 
△X、△Y、△Z 

点検値       

 
△X、△Y、△Z 

較 差 
（dN，dE，dU）          

許容範囲          特 記 事 項             
標準偏差       許容範囲 標準偏差       許容範囲  自：  至：  

           

                



 

 

-
 
1
8
0
 
-
 

 

 様式第10 
 
                      水準測量精度管理表 
 
 
 

作 業 名  地 区 名  計画機関名  作業機関名  作業班長         
 

目   的  期   間  作 業 量  主任技術者             

 
 
 

路線番号 距 離 閉合差 
許容 
範囲 

観測者 距  離 鎖部数 
観測者毎 

 
標準偏差 

正の回数 負の回数 零の回数 正の総和 負の総和 摘  要 特 記 事 項          

 

               

往復差から求め 

た全線の１km当 
たりの標準偏差 

   単位重量当たりの観 

 測の標準偏差 

 

 
 
 

主要機器名称及び番号 観 測 路 線 図                         再 測 率                  
 

  
点 検 測 量                  

区 間 距 離 点検値 採用値 軟 差 

     

永 久 標 識 種 別 等                         
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様式第10 

簡易水準測量精度管理表  

 

 作 業 名 又 は             

   作 業 量   作 業 機 関   主任技術者  社 内 検 査 者        

 地 区 名             

      

            点      

      

  
閉 合 差      

の 制 限      

   
閉 合 差      

の 制 限      

  

路 線 番 号      距  離     閉 合 差     路 線 番 号      距  離     閉 合 差      

       

       ㎞         ㎜       ㎜      

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

     

     

   備   

   使 用 機 器            

     

     

   考   

     

 注 閉合差の制限は、50㎜√Ｓ（既知点から既知点までの閉合差）、40㎜√Ｓ(環閉合  

     差) により算出する。Ｓは観測距離（片道、㎞単位）とする。 
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様式第11 

現地測量（平面図・地形図）精度管理表  

  地 区 名           縮 尺   作業機関名   主任技術者    点 検 者      

                               

 図名又は図面番号                

              指摘 

 項目 

 誤  脱  誤  脱  誤  脱  誤  脱  誤  脱  誤  脱  

 記  落  記  落  記  落  記  落  記  落  記  落  

  境 界 等                     

  道 路                     

  道 路 施 設                     

  鉄 道                     

  鉄 道 施 設                     

  建 物                     

  建物付属構造物                     

  建 物 記 号                     

  公 共 施 設                     

  その他の小物体                     

  水 部                     

水部に関する構造物              

  法 面                     

  構 囲                     

  諸 地                     

  場 地                     

  植 生                     

  等 高 線                     

  変 形 地                     

  基 準 点                     

  注 記                     

  接 合                     

  整 飾                     

  図郭・方眼寸法                     

 注１．社内点検紙の指摘件数を該当項目に記載する。「図郭、方眼寸法」は規定寸法よ 

    り0.4㎜以上の差が出たものを記載する。 

  ２．該当項目に集計する場合は、大縮尺地形図図式の区分に従って集計する。 

  ３．着墨又はトレースのずれ、画線の太さの相違及び図式の誤りは誤記に含める。 

  ４．着墨又はトレースの忘れ、画線の濃度の悪いものは脱落に含める。 

  ５．図面に該当項目のないものは斜線で該当欄を消す。 



 

 

-
 
1
8
3
 
-
 

様式第12 

条 件 点 測量 精 度 管理 表                            

 

  作業名   地 区   計画機関   作業機関        点検者                   

  路線名   期 間  自     至  作 業 量       主任技術者                 その他   

 

  
      水 平 位 置 （ 距  離 ）              

  
      水 平 位 置 （ 距  離 ）              

  

    測   点     摘  要    測  点     摘  要  

   計 算 値      測 定 値      較 差  制 限    計 算 値      測 定 値      較 差  制 限   

              

              

              

              

              

              

              

              

              

              

              

              

              



 

 

-
 
1
8
4
 
-
 

様式第13 

Ｉ Ｐ 点 設 置 測 量 精 度 管 理 表                                  

 

  作業名   地 区   計画機関   作業機関        点検者                   

  路線名   期 間  自     至  作 業 量       主任技術者                 その他   

 

  
      水 平 位 置 （ 距  離 ）              

  
      水 平 位 置 （ 距  離 ）              

  

    測   点     摘  要    測  点     摘  要  

   計 算 値      測 定 値      較 差  制 限    計 算 値      測 定 値      較 差  制 限   

              

              

              

              

              

              

              

              

              

              

              

              

              



 

 

-
 
1
8
5
 
-
 

様式第14 

中 心 線 測量 精 度 管理 表                            

 

  作業名   地 区   計画機関   作業機関        点検者                   

  路線名   期 間  自     至  作 業 量       主任技術者                 その他   

 

  
      水 平 位 置 （ 距  離 ）              

  
      水 平 位 置 （ 距  離 ）              

  

    測   点     摘  要    測  点     摘  要  

   計 算 値      測 定 値      較 差  制 限    計 算 値      測 定 値      較 差  制 限   

              

              

              

              

              

              

              

              

              

              

              

              

              



 

 

-
 
1
8
6
 
-
 

様式第15 

縦断測量精度管理表                         

 

  作業名   地 区   計画機関   作業機関        点検者                  

  路線名   期 間  自  至  作 業 量       主任技術者                その他   

 

  路線番号       距  離  閉 合 差      制  限  摘  要 路線番号       距  離  閉 合 差      制  限  摘  要  観 測 者  

             

             

            主要機器の名称番号  

            レベル  

            

            標 尺（箱尺）  

            

           手簿、計算簿の誤りの有無  

             

             

             

            再測率％  

             

             

             



 

 

-
 
1
8
7
 
-
 

様式第16 

 

横 断 測 量 精 度 管 理 表                                    

 

  作 業 名   地   区   計画期間        作業機関        点 検 者                         

  路 線 名   期   間  自   至  作 業 量        主任技術者                     そ の 他        

 

   水 平 位 置             （距離） 標               高    

 測 点 測 定 値      検 測 値      較   差 制   限 測 定 値      検 測 値      較   差 制   限  摘    要  

  左側 右側 左側 右側 左側 右側 左側 右側 左側 右側 左側 右側 左側 右側 左側 右側    

                       手簿、計算簿の誤りの有無  

                        

                        

                        

                        

                       使用与点の異状の有無  

                        

                        

                        

                        

                        

                        

                        

                        

                        



 

 

-
 
1
8
8
 
-
 

様式第17 

用地幅杭設置測量精度管理表                                  

 

  作業名   地 区   計画機関   作業機関        点検者                  

  路線名   期 間  自     至  作 業 量       主任技術者                 その他   

 

  
      水 平 位 置 （ 距  離 ）              

  
水 平 位 置 （ 距  離 ）              

  

    測   点     摘  要    測  点     摘  要  

   計 算 値      測 定 値      較 差  制 限   計 算 値     測 定 値     較 差 制 限   

              

              

              

              

              

              

              

              

              

              

              

              

              



 

 

-
 
1
8
9
 
-
 

様式第18 

境界測量精度管理表                         

 

  作業名   地 区   計画機関   作業機関        点検者               

  路線名   期 間  自     至  作 業 量       主任技術者                その他   

 

  
      水 平 位 置 （ 距  離 ）              

  
      水 平 位 置 （ 距  離 ）              

  

    測   点     摘  要    測  点     摘  要  

   計 算 値      測 定 値      較 差  制 限    計 算 値      測 定 値      較 差  制 限   

              

              

              

              

              

              

              

              

              

              

              

              

              



 

 

-
 
1
9
0
 
-
 

様式第19 

土 地 登 記 簿 調 書                     

 

                                                                土 地 登 記 簿 調 書                           

  調査場所                 法務局       出張所 調査年月日        令和    年     月     日 調 査 者   

 

   町  名    地 番    地 目  地 積     
所 有 者                 所有者以外の  

    氏   名            登 記 上 の 住 所              現 住 所            〒      電 話 番 号       権利の種別※  

             

             

             

             

             

             

             

             

             

             

             

             

             

             

             

             



 

 

-
 
1
9
1
 
-
 

様式第20 

借 地 権 等 調 書                   

 

                                                              借 地 権 等 調 書                             
 

 調査場所  調査年月日 令和  年   月    日 調 査 者  
 

 

   町   名    地  番   地 目    地 積   所 有 者 氏 名       

                          権 利 者                 

権 利 の 種 別       

 

     氏   名    地 積       現 住 所          〒 電話番号 
 

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

 



 
様式 21 

- 192 - 
 

起 案 番 号 

令和  年  月  日 

〇〇 〇〇様 
                           

東京都〇〇建設事務所長 

                                  〇〇 〇〇 

 

土地境界立会いのお願い 

 

 〇〇の候、皆様方におかれましては益々ご清栄のこととお喜び申し上げます。 

また、日頃より東京都の〇〇行政にご理解とご協力をいただきありがとうございます。 

さて、東京都が実施する東京都市計画〇〇〇〇第〇号線（〇〇）の整備事業につきましては、     

皆様のご協力のもと用地測量を行っております。 

つきましては、ご所有されている下記土地と隣接する土地との境界について、現地での確認を    

させていただきたく、ご多忙中誠に恐縮ですが下記の日時に立会いをお願いいたします。 

現在、立会前の準備を行っておりますが、未実施の土地につきましては皆様の敷地に一時立ち入らせ 

ていただくことがあります。その際には事前にご挨拶をいたしますので、ご協力のほど宜しくお願いい

たします。 

 

記 

 

土地の所在  〇〇(区・市)〇〇〇丁目○番〇 

立会の日時  令和〇年〇月〇日（○）〇時〇分 

 

立会に際しましては 

１ この文書と「印鑑（認印）」をご持参ください。 

※印鑑は、朱肉で押印するものをご持参ください。（スタンプ印不可） 

２ 境界について、参考となる図面または書類（土地の測量図、隣地との境界確認書類等）をお持          

ちの方は、ご持参ください。 

※事前にご提供いただいた方は、新しい資料がある場合にご持参ください。 

３ 当日、代理人の方が立会いをされる場合は、土地所有者の方が記入した 「委任状（別紙）」 

及び 代理人の「印鑑（認印）」とこの文書をご持参ください。 

４ 所有されている土地をお貸している場合は、立会い当日に借地人の方のお名前、連絡先をお聞き 

しますので、よろしくお願いします。 

    ５ 小雨の場合は決行いたしますのでご協力お願いします。 

    ６ ご都合の悪い方は日時の調整を行いますので、下記の担当者までお早めにご連絡ください。 

 

【連絡先】 

東京都〇〇建設事務所〇〇課〇〇担当〇〇・〇〇 

 

測量実施会社：〇〇株式会社〇〇  

電 話 00-0000-0000 

 

電 話 00-0000-0000 
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様式第22 

立会依頼状発送簿 
 

     (郵便番号)     

      立 会 土 地   土地所有者又は  立  承   

  発送月日   立会日時       借地権等権利者住所    摘 要  

       会  諾   

    町  名  地  番 
       氏     名     

  
    月  日 

   (     －     )     

         

     月 日  午前・午後        

      時  分        

  
    月  日 

   (    －     )     

         

     月 日  午前・午後        

      時  分        

  
    月  日 

   (    －     )     

         

     月 日  午前・午後        

      時  分        

  
    月  日 

   (    －     )     

         

     月 日  午前・午後        

      時  分        

  
    月  日 

   (    －     )     

         

     月 日  午前・午後        

      時  分        

  
    月  日 

   (    －     )     

         

     月 日  午前・午後        

      時  分        

  
    月  日 

   (    －     )     

         

     月 日  午前・午後        

      時  分        

  
    月  日 

   (    －     )     

         

     月 日  午前・午後        

      時  分        

 



 

 

-
 
1
9
4
 - 

様式第23 
 

借 地 権 等 境 界 立 会 確 認 書                                              
 
 
           このたび               事業として施行する               に伴う 
 
           測量準備のため隣接地境界を各利害関係者立会のうえ、現地において図示のように確認いたしました。 
 
           よって、ここに署名捺印いたします。 
 
 
   令和  年  月  日           担当事務所              担当課            担当者 
 
 

立 会 土 地 土 地 所 有 者                     借 地 人                  
 

町  名 地  番 住   所 氏  名 認印 備 考 住   所 氏  名 認印 備 考 

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

                      

 

 



 

 

-
 
1
9
5
 - 

 
借 地 権 等 境 界 立 会 箇 所 平 面 図 等                                              

 
 
   

 

   

 



 

 

-
 
1
9
6
 - 

様式第24 
土 地 調 書                                 

 
 
 
 

町  名 地 番 

地 目 面  積 

評価額         

見 積 価 格      土 地 所 有 者                   

摘   要 

 

        

 公 簿  現 在 公 簿 編入土地 単 価 総 額 住    所 氏   名 

                

                

                

                

                

                

                

                  

                

                

                

 

 



 

-
 
1
9
7
 - 

様式第25 
土地調書（土地登記簿写） 

  （区市町村名）                                                  №    
 
 

町・丁目 地   番  地 目  地 積（㎡） 取得原因・取得年月日                        登記年月日  所 有 者 住 所                  所 有 者 氏 名                
 

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

                  

        

 
 



 

-
 
1
9
8
 - 

様式第26 
 

管 理 境 界 標 杭 設 置 立 会 確 認 書                                                   
 
 
      管理境界標杭設置について、現地において図示のように確認いたしました。よってここに署名捺印いたします。 
 
 
   令和  年  月  日           担当事務所              担当課     担当者 
 
 

立 会 土 地 土 地 所 有 者                                         
 

町       名 地   番 住     所 氏   名   認 印 備   考 

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

 



 

-
 
1
9
9
 - 

 
管 理 境 界 標 杭 設 置 立 会 箇 所 平 面 図 等                                                     

 
 
   

 

   

 



 

-
 
2
0
0
 - 

様式第27 
区 域 変 更 調 書 

 
 
 区 域 変 更 箇 所                            区 域 変 更 を 行 う 理 由                              

 路 線 名     都  道                    線         整理 番号 
                                                         (         ) 

１．事 業 概 要 

  ①事業名 

  ②施行者（課）名 

  ③根拠法 

  ④事業の概要 

  ⑤施行期間 

  ⑥今後の予定 

２．区 域 変 更 理 由 

  ①変更目的、経緯 

   
区 間 起  点                  番地     地先  から 

終  点                  番地     地先  まで 

敷地の 

幅 員 

延 長 

敷地の 

区 分 

    変  更  前    変  更  後 図 面 

対 象 
    
   幅    員  延長    幅   員  延長 

Ａ     m ～ m 
   .      ． 

   m 
   ． 

     m ～ m 
    .      ． 

   m 
   ． 

 

Ｂ    .      ．    ．     .      ．    ． 
 

Ｃ    .      ．    ．     .      ．    ． 
 

面 積 
編 入             ㎡ 

           ． 

廃 止             ㎡ 
           ． 

関連告示 
大  年  月   日    告示第   号 
昭    年    月      日    告示第   号 
平    年    月      日    告示第   号 
令  年    月      日    告示第   号 

    ②現区域との相違点、理由 

  ③計画線外（歩道、車道） 

  ④廃止区域の処理方針案 

３．その他 

 

管 理 区 分 回 答         令  年    月   日  告示第   号  ・    無 

 

備 考 

 

 

・    無 
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様式第28 

 
 
 
 

建 標 承 諾 書 

 

  令和   年   月   日 

 

                                 殿 

 

                    所有者    住所 

 

                    管理者  氏名                                        印 

 

   

         点 
等  級 冠字番号 名   称 標 識 番 号  

 

 

       級 

   

  
 

 

 所在地 
都道府県        市 郡 町 村 大 字 字 番 地 俗 称 地 目 

        

 

  上記                            地内に      級      点の標識を 

  設置することを承諾する。 

    

 注１．この標識は○ ○で設置したもので各種測量の基準となる重要な標識であります 

       から、動かしたり、破損したり、しないようご注意願います。 

  ２．なお、記載内容は、測量標の利用者が所在地及び所有者を確認するために必要と

なる測量記録（点の記）に記載されます。 

３．不要の文字は抹消すること。
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様式第29 

 

 

基準点現況調査報告書 

 

             年 月 日                     作 業 名          

 調査年月日               日間               作業機関名 

              年 月 日                     調 査 者                            
 
 
1/5万 

図名 

等級   名 称 

種類  (番  号) 
所在地(県、区市町村名) 現況区分 

現況の 

地 目 
備 考 

 

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

              

 



 

 

-
 
2
0
3
 
-
 

様式見本第１ 

観 測 デ ー タ リ ス ト 

 
 
                    測  点        3081(Ⅳ稲 ５－偏  ）        観 測 年 月 日   2001/03/07 
                                                                     天      候   晴 れ           風 力： 無 
            （（Ｂ＝Ｐ）≠Ｃ） 観 測 点                              観  測  者   村 石   公 典 
     
  測    器：      ＤＴＭ－１                    標 石 番 号： 
  器 機 番 号：      ８４３４７                    柱 石 長           ：       ｍ 
  器 機 定 数：    ＋０㎜                          記 録 方 法： 自  動              器 機 高                ：  １．０４０ｍ 
  気    温：      ０１７°Ｃ                    気    圧：        ７５４Ｈｐ       気 象 補 正 係 数                ：         ｐｐｍ 
 
 
  開 始 時 刻           ：      １３：３８ 
 
  目 盛      視 準 点     水 平 角        結  果           鉛 直 角           測 定 距 離           目 標 高    反 射 鏡 
               名 称       °   ′  ″      °  ′  ″     °  ′  ″        ｍ               ｍ     ｍ      定 数 ㎜ 
  ０°ｒ １    １５     ０  ２  １      ０  ０  ０    ８９  ５  ６  １０４６.１８５  １０４６.１８５  １.６００   ００４０ 
        ２  ５０６  １２６ １５ ５９  １２６ １３ ５８    ８７  ０ ２６    ３８７.８４９    ３８７.８４９  １.６００   ００４０ 
 
       ｌ ２  ５０６  ３０６ １６  ０ １２６ １４  １  ２７２ ５９   ８   ３８７.８４８   ３８７.８４９ 
        １   １５  １８０  １ ５９   ０  ０  ０  ２７０ ５４ ２８ １０４６.１８５ １０４６.１８４ 
   
 ９０°ｌ １  １５ ２７０  ２  ６   ０  ０  ０ 
     ２ ５０６  ３６ １６   ８ １２６ １４  ２ 
 
    ｒ ２ ５０６ ２１６ １６  ６  １２６ １４   ２ 
       １  １５  ９０  ２  ４    ０  ０  ０ 
 
               倍 角 差     観 測 差       定 数 差    セ ッ ト 内 較 差     セ ッ ト 間 較 差 
                  ″        ″          ″      ０   １        ０ 
                 ５        ３          ０       ０   １        ０ 
 
   終 了 時 刻           ：      １３：５７ 
 
  平 均 値  視 準 点             水 平 角        高 度 角        測 定 距 離 
                 名 称                         °   ′  ″            °   ′  ″           ｍ 
   [       １５              ]      ０   ０   ０            ０  ５４ ４１    １０４６.１８５ 
   [     ５０６ 節－５０６        ]  １２６ １４   １            ２  ５９ ２１     ３８７.８４９ 
 



 

 

-
 
2
0
4
 
-
 

様式見本第２ 

     ３，４級水準測量                                                                                     
 
 
     [     ]                              ＊＊＊ トウキュウ＝ ３ ＊＊＊                 ＰＡＧＥ＝ ４ 
    ジ ナンバ－ ＝                  １－１６６       イタル ナンバ－ ＝         ３－８６６  １３ Ｈ ０２ Ｍ 
    ８８／０３／０９            テンコウ＝ ハレ       フウリョク＝ムフウ         フウコウ＝ 
 
                          ＮＯ      キョリ       Ｂ         Ｆ        ｈ 
                            １              ５１          １．２９１         １．２１５       ０．０７６ 
                            ２              ４９          １．４９１         １．０９２       ０．３９９ 
                            ３              ６７          １．３８５         ０．２８１       １．１０４ 
                            ４              ６６          １．０４５         ２．２９４     －１．３４９ 
                            ５              ３４          ０．３２１         ２．２７２     －１．９５１ 
                            ６              ４２          １．７４５         ０．８６０       ０．８８５ 
 
    ジ ナンバ－ ＝                  １－１６６    イタル ナンバ－ ＝          ３－８６６  １３ Ｈ ３５ Ｍ 
    コテイ ナンバ－ ＝ １      ｓｄ＝３０９    ＳＤ＝３０９ ｓｈ＝－０．８３６  ＳＨ＝－０．８３６ 
 
                            ７              ７１          ０．６１５         １．７４１     －１．１２６ 
                            ８              ５２          ０．４３４         １．３２１      －０．８８７ 
                            ９              ６１          ２．１３８         ０．４１８       １．７２０ 
                          １０              ５１          １．９１２         ０．９８０       ０．９３２ 
                          １１              ５１          １．５０１         １．３１８       ０．１８３ 
                          １２              ５０          １．２０５         １．７５９     －０．５５４ 
                          １３              ４９          ０．５１４         ２．０６９     －１．５５５ 
                          １４              ５２          １．０６１         １．５６１       ０．５００ 
 
    ジ ナンバ－ ＝                  １－１６６    イタル ナンバ－ ＝          ３－８６６  １４ Ｈ ０８ Ｍ 
    コテイ ナンバ－ ＝ ２      ｓｄ＝４３７    ＳＤ＝７４６ ｓｈ＝－１．７８７  ＳＨ＝－２．６２３ 
 
                          １５              ５０          １．５４２          １．３４７        ０．１９５ 
                          １６              ３０          １．５６５          ０．１０２        １．４６３ 
 
    ジ ナンバ－ ＝                  １－１６６    イタル ナンバ－ ＝          ３－８６６  １４ Ｈ １２ Ｍ 
                    ｓｄ＝８０     ＳＤ＝８２６ ｓｈ＝－１．６５８  ＳＨ＝－０．９６５ 
 
                                                  Ｓ２＝ 
 
                                                  ＳＳ＝ 
                                                                                                 （  ）＝Ｓ.Ｐ. 
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様式見本第３  
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様式見本第４  
 
 
 



 

 

-
 
2
0
7
 
-
 

様式見本第５ 

竣 工 道 路 引 継 調 書 

                                                                                                                              年  月  日 

                                                                                                                                  建設事務所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

路 線 名  施工箇所  工 期 ～ 施行業者   

延   長  面 積 車道部 歩道部  法敷等  

舗 

 

装 

車 道 

 （㎡） 

                       Ａｓ     Ｅ   Ｃo   その他     Ａｓ   平 板    切 下 げ 

   厚   厚    厚    厚    厚    厚     厚 
歩 道 

   厚     厚     厚 

          

防 

護 

柵 

           ｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙ           （ｍ）  ｶﾞｰﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟ     （ｍ） ｶﾞｰﾄﾞﾌｪﾝｽ（ｍ）               

 駒  止 

   (ｍ) 

 標 

 

 識 

案内（本） 警戒（本） 規制（本） 

         型         型           型          型         型           型 
   

      

街 

路 

灯 

 
水 銀 灯 （灯） 蛍 光 灯 （灯） 白熱灯（灯）その他      配電盤（基） 

W W W W W W W W W W W  １回路  ２回路  

独  立                

共  架                

側 

 

溝 

Ｕ  形  溝 （ｍ） Ｌ 形 溝（ｍ） 街   渠（ｍ） 現場打 暗 渠 街渠枡(個) 集水枡(個) 汚水枡(個) 

      型       型       型      型      型      型      型      型      

               

管渠 

(ｍ) 
φ φ φ φ φ φ φ φ φ φ 

人孔 

（個） 

 φ900  φ1,200  φ1,500  そ の 他 

    

 植樹枡(個) 張芝(㎡) すずかけ(本) いちょう(本)     

        

そ 

の 

他 

中央分離帯  (ｍ) 導 流 島     擁  壁 (ｍ)  ｶｰﾌﾞﾐﾗｰ(本) ﾃﾞﾘﾆｴｰﾀ(本) ｽｸﾘー ﾝﾛ ﾄー ｾ゙ﾊ゚ ﾚー ﾀ(m)  

         型         型        型        型     

          

                                                                                                                                 ＜Ａ３判＞ 

街
路
樹 
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様式見本第６ 
 
 

地 目 変 更 調 書 
 

 
 
 
 

 

所  在 

        区（市）    町     字 

 

① 地 番 ② 地 目 ③ 地 積 ㎡ 登記原因及びその日付 

     

    
②令和  年  月  日 

地 目 変 更 

     

    
②令和  年  月  日 

     地 目 変 更 

     

    
②令和  年  月  日 

     地 目 変 更 

     

    
②令和  年  月  日 

     地 目 変 更 

     

    
②令和  年  月  日 

     地 目 変 更 

     

    
②令和  年  月  日 

     地 目 変 更 

     

    
②令和  年  月  日 

     地 目 変 更 
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測
点

名
[1

]
X
n

[2
]

X
n
+
1
　

-
　

X
n
-
1

[3
]

Y
n

[4
]

Y
n
+
1
　

-
　

Y
n
-
1

方
向

角
夾

　
角

距
　

離

測
点

１
-
2
7
1
3
9
.5

8
1

1
3
.2

6
9

-
2
1
2
9
5
.7

7
6

1
.6

1
7

4
9
-
5
3
-
0
6

2
6
1
-
1
8
-
4
6

8
.3

9
4

測
点

２
-
2
7
1
3
4
.1

7
2

8
.5

0
1

-
2
1
2
8
9
.3

5
6

1
1
.6

9
8

5
9
-
3
8
-
1
3

1
8
9
-
4
5
-
0
7

6
.1

1
7

測
点

３
-
2
7
1
3
1
.0

8
0

3
.3

9
1

-
2
1
2
8
4
.0

7
8

5
.7

0
1

5
4
-
4
4
-
4
3

1
7
5
-
0
6
-
2
9

0
.5

1
8

測
点

４
-
2
7
1
3
0
.7

8
1

0
.9

8
1

-
2
1
2
8
3
.6

5
5

0
.8

8
0

3
3
-
4
9
-
3
2

1
5
9
-
0
4
-
4
9

0
.8

2
0

測
点

５
-
2
7
1
3
0
.0

9
9

-
1
.0

5
6

-
2
1
2
8
3
.1

9
8

0
.4

3
0

1
8
0
-
5
3
-
2
4

3
2
7
-
0
3
-
5
2

1
.7

3
8

測
点

６
-
2
7
1
3
1
.8

3
7

-
4
.0

0
1

-
2
1
2
8
3
.2

2
5

-
3
.8

9
6

2
3
9
-
4
0
-
3
5

2
3
8
-
4
7
-
1
1

4
.4

8
2

測
点

７
-
2
7
1
3
4
.1

0
0

-
3
.2

3
6

-
2
1
2
8
7
.0

9
4

-
5
.5

3
3

2
3
9
-
4
1
-
0
1

1
8
0
-
0
0
-
2
6

1
.9

2
7

測
点

８
-
2
7
1
3
5
.0

7
3

-
8
.9

2
6

-
2
1
2
8
8
.7

5
8

3
.6

1
4

1
4
6
-
2
5
-
4
7

8
6
-
4
4
-
4
6

9
.5

4
5

測
点

９
-
2
7
1
4
3
.0

2
6

-
8
.0

7
6

-
2
1
2
8
3
.4

8
0

5
.3

6
0

1
4
6
-
1
8
-
3
6

1
7
9
-
5
2
-
4
8

0
.1

4
7

測
点

１
０

-
2
7
1
4
3
.1

4
9

-
2
.1

7
1

-
2
1
2
8
3
.3

9
8

0
.0

5
0

1
8
0
-
5
3
-
4
3

2
1
4
-
3
5
-
0
7

2
.0

4
8

測
点

１
１

-
2
7
1
4
5
.1

9
7

-
3
.0

2
4

-
2
1
2
8
3
.4

3
0

-
1
.6

5
0

2
3
8
-
5
4
-
0
4

2
3
8
-
0
0
-
2
1

1
.8

8
9

測
点

１
２

-
2
7
1
4
6
.1

7
3

-
2
.2

7
7

-
2
1
2
8
5
.0

4
8

-
3
.7

7
4

2
3
8
-
5
3
-
3
1

1
7
9
-
5
9
-
2
7

2
.5

1
8

測
点

１
３

-
2
7
1
4
7
.4

7
4

0
.3

6
3

-
2
1
2
8
7
.2

0
4

-
3
.1

5
6

3
2
8
-
5
9
-
4
5

2
7
0
-
0
6
-
1
4

1
.9

4
1

測
点

１
４

-
2
7
1
4
5
.8

1
0

0
.0

3
3

-
2
1
2
8
8
.2

0
4

-
3
.7

6
9

2
3
9
-
3
0
-
0
4

9
0
-
3
0
-
1
9

3
.2

1
3

測
点

１
５

-
2
7
1
4
7
.4

4
1

6
.2

2
9

-
2
1
2
9
0
.9

7
3

-
7
.5

7
2

3
2
8
-
3
4
-
2
0

2
6
9
-
0
4
-
1
6

9
.2

1
1

　
合

　
計

倍
面

積
3
0
6
0
-
0
0
-
0
0

5
4
.5

0
8

面
　

 積

地
　

 積
1
0
1
.3

7
㎡

1
0
1
.3

7
㎡

坪
　

 数
3
0
.6

6
3
0
.6

6

-
1
0
1
.3

7
9
5
9
7
5

1
0
1
.3

7
9
5
9
7
5

-
7
0
2
.5

1
0
7
3
2
0

1
0
2
3
1
2
.5

5
7
8
9
0
0

-
1
3
2
6
2
1
.4

7
0
8
1
7
0

2
0
5
5
6
0
.4

2
3
2
5
2
0

-
2
0
2
.7

5
9
1
9
5
0

2
0
2
.7

5
9
1
9
5
0

6
4
3
6
1
.0

9
2
3
2
0
0

4
4
7
8
9
.5

7
5
0
5
0
0

4
8
4
6
6
.0

5
4
2
9
6
0

1
0
2
4
4
9
.6

5
6
9
0
2
0

-
7
7
2
7
.2

5
5
0
5
2
0

8
5
6
7
7
.4

2
7
9
4
4
0

1
9
0
0
2
3
.4

5
3
9
0
8
0

-
9
8
0
6
6
.1

5
3
8
2
2
0

1
7
1
8
8
5
.3

8
4
4
8
0
0

-
1
4
5
4
8
6
.6

1
9
3
6
0
0

4
6
2
0
6
.2

5
7
0
5
8
0

-
1
3
5
7
.1

5
7
4
5
0
0

2
2
4
7
5
.0

5
7
0
8
8
0

-
1
1
6
6
5
.9

4
2
5
7
0
0

8
5
1
5
4
.1

8
3
2
2
5
0

1
0
5
7
0
5
.6

3
6
9
5
2
0

6
8
8
8
5
.0

3
6
1
8
4
0

1
5
0
1
3
2
.9

7
5
3
0
0
0

-
1
8
0
9
8
0
.8

1
5
3
5
6
0

-
3
1
7
4
1
5
.5

4
4
0
5
6
0

-
7
2
1
7
4
.3

0
8
4
9
8
0

-
1
5
4
6
7
4
.2

8
7
0
8
0
0

-
2
0
8
7
9
.2

6
5
5
5
5
0

-
2
3
8
7
5
.0

8
7
2
8
0
0

-
2
8
2
5
7
3
.6

5
1
7
4
4
0

-
4
3
8
8
4
.7

0
2
4
7
7
0

様
式

見
本

第
７

座
　

標
　

面
　

積
　

計
　

算
　

書
　

地
　

番
　

：
　

○
○

区
○

○
一

丁
目

○
○

番
地

　
(全

体
)

[2
]*

[3
]

[1
]*

[4
]
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参 考 

委  任  状 
 

 

私は（住所）               

   （氏名）               

を代理人と定め、下記の事項を委任します。 

 

 

記 
 

（土地所在・地番） 

                           

の土地境界の立会・確認・承諾の一切の権限。 

 

 

令和  年  月  日 

住所             

氏名           ㊞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



 

 

 

-
 
2
1
1
 - 

 

 
 土 地 計 算 書                                                                
                                                                                              
 
 
 

町   名 

 

番   号 

地 

 

目 

符 

 

号 

辺 長 高   さ 倍面積       

 

（㎡） 

面 積       

 

（㎡） 

合 計       

 

（㎡） 

借地権者等         土地所有者          

 

  

    (ｍ) (１)（ｍ）   (２)（ｍ）   

                 

                 

                 

                 

                 

                 

                 

                   

                 

                 

                 

 

参
 

考
 



参考資料ー７

使　用　者

測量実施計画書作成

測量標・測量成果
使用承認書申請書

測量標・測量成果
使用承認書

測　　　　　　量

使用報告書等

完　　　　　　了

１．　使用承認申請書の提出方法は、次の３通りです。

　　　（１）来　所　　使用承認書申請（Excel形式）により申請してください。

　　　（２）Ｆ Ａ Ｘ    使用承認申請書（Excel形式）を事前にＦＡＸし、電話連絡する。また、

　　　　　　　　　　   使用承認書の受け取り時に、押印した申請書を提出してください。

　　　（３）メール　　使用承認書（Excel形式）を事前に送信し、使用承認書の受け取り時

　　　　　　　　　   　に、押印した申請書を提出してください。

２．　基準点は、学校や公園等の公共施設に設置していますので、 施設管理者の許可を

　　得てください。また、測量標および測量成果の使用にあたっては、同一基準点でも目

　　的や期間が変わる毎に使用承認申請書を提出し、承認を受ける必要があります。

３．　使用承認申請書についての詳細は、東京都土木技術支援・人材育成センターの

　　ホームページで閲覧できます。　  http：//doboku.metro.tokyo.jp

学　　　　校

(教育委員会)

公　　　　園

道　　　　路

等　　　　の

管　理　者

土木技術支援・

人材育成ｾﾝﾀｰ

（基準点管理
者）

東京都公共基準点(水準基標・基準点）の使用手続き

１．提出

２．承認３．立入連絡

４．立入許可

５．提出
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令和

名 称

委 託 件 名

担 当 者 名

所 在 地

連 絡 先

名 称

所 在 地

連 絡 先

日月年令和

測量成果

測 量 標

使　用　承　認　申　請　書

住所

申請者

電話 （　　　　　　）

使用基準点及び
水 準 基 標 番 号

月

電話

内線

測量の種類方法

資格登録番号

内線（　　　　　　）

使 用 目 的

使 用 期 間

測 量 地 域 別添測量計画図のとおり

日 まで

受付番号

東京都公共基準点を下記の目的で使用したいので申請します。

測量標・測量成果使用承認申請書（Ｅxcel形式 )

様式第１号

東京都土木技術支援・人材育成センター 所長　殿

氏　名

作業責任者 　第　　　　　　　　　号

※１　工事測量等で測量作業者が下請負の場合は、測量計画者欄に発注者(官公署）を記載すること。

承 認 の 日 か ら 年

測
　
量
　
計
　
画
　
者
　
※
１

測
　
量
　
作
　
業
　
者

測量箇所がわかる図面を添付のこと

例 ３級基準点測量・３級水準測量

官公署の局部課係名

会 社 名、部課係名

測量作業者（会社）名

（会社代表者職・氏名） 代表印

測 量 士 （補）名 ・家屋調査士名

担当者印は不要です。

例 基準点整備等・現況測量・道路台帳整備・工事用測量等

点数が多数の場合は、｢別紙のとおり｣と記載し別紙添付も可です。
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提 出 

り連絡 立入 承 認 

可 立入り許 

提 出 

参考資料－８ 

 

 

東京都道公共基準点の使用手続き 

 

 

 基準点設置箇所の管理者     使  用  者        基準点管理者 

 

 

測量実施計画立案 

 

 

 

 

    学   校                                           ２級基準点 

（教育委員会） 

                                                            建 設 局 

    公   園 

                                                                  道路管理部路政課         

 

    道   路 

測    量 

 

     等 の                         ３級基準点 

 

                                                            建 設 局 

    管 理 者 

                                                                   各 建 設 事 務 所         

                                  管理課 

 

 

完    了 

 

 

  

 備 考 １． 基準点は、学校や公園、道路等の公共施設の他、民間建物       に設置 

       しています。立ち入りには必ず基準点設置箇所の管理者の承認を受けること。 

     ２． 公共基準点の使用は、同一基準点でも目的や期間が変わる毎に使用申請を提出し、 

       承認を受けること。

 

 公共基準点使用承認申請書 
 

 

 公共基準点使用承認書 
 

 

 使 用 報 告 書                  

基準点精度管理表 

 成 果 表                  
 

（マンション屋上等） 
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令和  年  月  日

 （公共基準点管理者）   殿

申請者

印

使 用 期 間  令和  年  月  日から令和  年  月  日まで（   日間）

 

 

名 称

作 業 責 任 者

 

 

 

 

連 絡 先

測

量

作

業

者

 公共基準点の使用について下記のとおり申請します。

測
 

量
 

計
 

画
 

者

連 絡 先  電話   （    ）        内線

使 用 目 的
 

 

 電話   （    ）        内線

 

 

担 当 者 名

所 在 地

測 量 地 域

使 用 基 準 点 番 号

測 量 の 種 類 方 法

名 称

委 託 件 名

東京都道公共基準点使用承認申請書

住 所

氏 名

 

 

 



- 216 - 

 
 

 

 

令和  年  月  日

 （公共基準点管理者）   殿

申請者

印

基準点の使用結果を別添のとおり報告します。

１．東京都道公共基準点使用日報

２．新点の精度管理表の写し

３．新点の成果表、網図の写し

４．使用した公共基準点の現況写真

５．東京都道公共基準点異常報告書（公共基準点に異常を認めた場合）

東京都道公共基準点使用報告書

住 所  

 

測

量

作

業

者

名 称

 

作 業 責 任 者

 

連 絡 先  電話   （    ）        内線

使 用 期 間  令和  年  月  日から令和  年  月  日まで（   日間）

使 用 基 準 点 番 号

 

氏 名  

使 用 目 的
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令和  年  月  日

 （公共基準点管理者）   殿

印

工事施行者 

東京都道公共基準点（設置工事・測量）完了報告書

住 所

担 当 者

 

 

名 称  

対 象 と な る

公 共 基 準 点 番 号

 

引 継 成 果 品

工 事 場 所  東京都    区    町    丁目    番地先

 

電 話

住 所

会社名

請 負 会 社
 

 

路 線 名

 

完 了 年 月 日

 公共基準点の（設置工事）・（測量）は次のとおり完了しましたので引継ぎます。 
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参考資料－９ 

 １）受託者が作成する書類 
    様式 打合せ記録簿 

      打合せ記録簿 

 

 
 

第    回

事 務 所 名

日 時 電話

注）この様式は、主として委託の業務に関する指示・承諾等に使用する。

　　重要度等に応じて、総括監督員の確認を得ること。

　　２部作成し、委託者・受託者双方が保管する。

　　この打合せ記録簿の受領確認として、監督員及び代理人間でやり取りした

　　電子メールなどを残すこと。

打合せ記録簿

受 託 者

委 託 件 名
契 約 番 号

場 所

令和  年  月  日(　) 打合せ方式 会議

出 席 者

委託者側 受託者側



 

 

-
 
2
1
9
 
-
 

参考資料-１０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部 数 原図（色別製図） 原図（色別製図） 第二原図写図（グリーン色等で裏焼） 第二原図写図（黒墨で裏焼）

基
準
点
測
量

1部

　縮尺1/2,500程度の都市計画図又はこれに代わる地形図を
用いることを原則とし、ポリエステルフイルム300番にグリーン色
等の薄色で裏焼きし(測量区域が広範囲の場合は縮小図も
可)、表側から基準点路線、基準点の種類及び番号、標識の種
類等を図面に黒墨で記入し、一覧表に基準点の種類及び番
号、標識の種類、座標値及び高さ、方向角及び高さ等を黒墨
で記入する。

水
準
測
量

1部

　縮尺1/2,500程度の都市計画図又はこれに代わる地形図を
用いることを原則都市、ポリエステルフイルム300番にグリーン
色等の薄色で裏焼きとし測量区域が広範囲の場合は縮小図も
可)、表側から水準測量観測路線と路線番号、水準点番号、標
識の種類等を黒墨で記入し、一覧表に水準点路線番号、水準
点番号、標識の種類、高さ等を黒墨で記入する。

1部

　原則として道路の起点及び河川の
下流を左端におき、ポリエステルフイ
ルム300番もしくは合成紙（白色で耐
水性を保持するもの）に黒色で製図
を行う。

1部
　地形図原図からポリエステルフイルム300番もしくは合成
紙（白色で耐水性を保持するもの）に第二原図を作成す
る。

線
形
決
定

線 形 図 1部

　既成の地形図からポリエステルフイルム300番もしくは合成紙
（白色で耐水性を保持するもの）にグリーン色等の薄色とし、図
面の左から右に向かって視点から主要点（交点、起点、終点、
円曲線の始点、円曲線の終点、曲線の中点等）及び中心点の
（NO）を座標展開し、黒色で製図を行い、IPの設置測量を行っ
た場合は基準点等の記入を行う。

中
心
線

中 心 
線

線 形 
図

1部
　既成の線形図（ポリエステルフイルム300番もしくは合成紙（白
色で耐水性を保持するもの））に、主要点及び中心点を座標展
開し、黒色で製図を行う。

（次へつづく）

　図　面　種　類　

現
地
測
量

路
線
測
量

基 準 点 網 図

水 準 路 線 図

地 形 図 原 図

地 形 図 写 図

製図原図及び第二原図写図の記入色等の仕様例



 

 

-
 
2
2
0
 
-
 

参考資料-１０ 続き 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部 数 原図（色別製図） 原図（色別製図） 第二原図写図 第二原図写図

中
心
線
測
量

中心杭
打設点
図

1部

　中心線線形図（ポリエステルフイルム300番もしくは合成紙（白
色で耐水性を保持するもの））に、中心線、中心点、中心点番
号を黒色で製図を行い、現地に設置したIP点又は基準点等か
ら測設した中心点に対して、方向角、距離及び方向矢印を朱
色で記入し、座標値を黒色で記入する。

幅 　杭
線形図

　既成の中心線線形図（ポリエステルフイルム300番もしくは合
成紙（白色で耐水性を保持するもの））に、計画線幅員の線、幅
杭位置及び幅杭番号を黒色で記入し、一覧表に基準点、中心
点、幅杭点及びIP点等の座標値を黒色で記入する。

幅杭打
設点図

　幅杭線形図（ポリエステルフイルム300番もしくは合成紙（白色
で耐水性を保持するもの））に、中心点又は、基準点から幅杭
に対し方向角、距離及び方向矢印を朱色で記入し、座標値を
黒色で記入する。

2部

　道路の起点及び河川の下流を左端
にし、製図を行う。
ポリエステルフイルム300番もしくは合
成紙（白色で耐水性を保持するもの）

　地図写原図から第二原図を作成し、計画線を朱色で記入
する。
ポリエステルフイルム300番もしくは合成紙（白色で耐水性
を保持するもの）

（次へつづく）

路
　
線
　
測
　
量

用
　
地
　
測
　
量

用地実測図　

原　　　　図

（色別製図）

1部

　図　面　種　類　

地 　図　 写

　用地実測図原図は原則とし
て、道路の起点及び河川の下
流を左端にし、基準点並びに
境界点の位置、番号、中心線
並びに測点番号を、幅杭線、
幅杭位置及び番号、行政境界
線、区市町村名、大字名、字
名、丁目名、各筆の地番、土地
所有者等の氏名、境界辺長、
隣接地の地番、方位、面積計
算表、土地の三斜線および三
斜数値等は黒色にて製図を行
い、座標値一覧表に基準点と
幅杭点、境界点と計画線の交
差する部分の座標値を黒色で
記入する。土地の三斜線及び
数字は朱色で記入する。借地
境界線並びに借地の三斜線及
び数字は青色で記入する。
ポリエステルフイルム300番もし
くは合成紙（白色で耐水性を保
持するもの）

用
地
幅
杭
設
置
測
量



 

 

-
 
2
2
1
 
-
 

参考資料-１０ 続き 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部数 原図（色別製図） 原図（色別製図） 第二原図写図 第二原図写図

2部
　用地実測図原図（色別で製図）と同
様の図式で製図を行い黒色で記入
する。

　用地実測図写図原図から第二原図を作成す
る。
ポリエステルフイルム300番もしくは合成紙（白
色で耐水性を保持するもの）

2部

　既成の幅杭線形図をポリエステルフイルム300番もしくは合成紙（白色
で耐水性を保持するもの）にグリーン色等の薄色とする。
　土地の境界線、借地線、土地の地番、土地所有者名、借地権者名を
黒色で記入。基準点、幅杭点と土地の境界点の位置、各点の符号、計
画幅杭線と公共用地等の交点等を座標値等の一覧表として作成する。
製図は黒色により行う。

　現況重ね図から第二原図を作成する。
ポリエステルフイルム300番もしくは合成紙（白
色で耐水性を保持するもの）

2部

　既成の幅杭線形図からポリエステルフイルム300番もしくは合成紙（白
色で耐水性を保持するもの）にグリーン色等の薄色とする。
　区域図と土地境界図を総括図にまとめ、境界点、境界点番号、境界
点点間距離、土地地番、土地所有者名、境界点及び基準点座標値を
一覧表として作成する。製図は黒色により行う。

　土地境界総括図原図から第二原図を作成す
る。
ポリエステルフイルム300番もしくは合成紙（白
色で耐水性を保持するもの）

2部

　既成の現況重ね図からポリエステルフイルム300番もしくは合成紙（白
色で耐水性を保持するもの）にグリーン色等の薄色とし、計画幅員線と
公共用地境界線および民有地（民・民）境界等との交点に設置した箇
所を基準点からの方向角及び距離等を朱色で記入する。

　用地境界測設図原図から第二原図を作成す
る。
ポリエステルフイルム300番もしくは合成紙（白
色で耐水性を保持するもの）

1部

　貸与の用地実測図原図からポリエステルフイルム300番もしくは合成
紙（白色で耐水性を保持するもの）にグリーン色等の薄色で写図を作成
し、写図の旧土地所有者名、旧土地地番を（　）で囲み、権原取得後の
土地所有者名及び新土地地番並びに都道隣接地番を黒墨にて記入
する。

　貸与の地図写しを基にし、ポリエス
テルフイルム300番もしくは合成紙
（白色で耐水性を保持するもの）に権
原取得後の土地所有者名、新地番、
地目、筆界線、地積等を黒色にて記
入する。

1部

　公示用略図の作成によること。な
お、黒色で製図を行う。ポリエステル
フイルム300番もしくは合成紙（白色
で耐水性を保持するもの）

公
　
示
　
用
　
図
　
書
　
の
　
作
　
成

用
　
地
　
測
　
量

用地実測図
写　　　　図

地　図　写

公示用略図

用 地 境 界
測　設　図
（ 必 要 な

場 合 の み）

　図　面　種　類　

用地実測図
写　　　　図

用 地 平 面 
図

（現況重ね
図）

土 地 境 界
総　 括 　図
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平成１７年６月１日 

建設局道路管理部
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公 示 用 略 図 の 作 成 要 領 

 

昭和 52 年７月１日 52 建道管路第 155 号決定 

平成８年３月 21 日７建道管路第 1627 号全面改正 

平成 13 年３月１日 12 建道管路第 3466 号全面改正 

平成 17 年 6 月 1 日 17 建道管路第 798 号一部改正 

 

 

第１ 「公示用略図の作成要領」の意義 

東京都においては、道路の路線の認定、区域の決定、供用の開始等を公示するに際

しては、略図を添付することにしている。 

略図の添付については、特に法律等に定められている訳ではないが、これにより区

域変更等の処分の概要がより具体的に示されるとともに、公報上に記録される等の利

点がある。 

それゆえ、この略図の添付は、大正９年に旧道路法が施行されて以来の慣行となっ

ている。 

路政課等に保管されている大正９年以来の公報上の略図は、道路区域及び境界確定

等に係る第一級の資料として、現在も各方面で活用されている。 

ついては、都道（首都高速道路を除く。）及び一般国道（指定区間外）の区域変更

等に係る公示用略図を、より分かり易く見やすくするため、この要領を定める。 

 

第２ 使用する用紙   

 １  用紙の材質は、ポリエステルフィルム（300 番）又はこれに類するもの。 

 ２ 用紙の大きさは、公報の形式に合わせ、Ａ４判（縦使い）を原則とする。 

 ３ 余白は、上下左右とも 15～20ｍｍ程度とする。枠線は引かないこと。 

 

第３ 構成及び記載方法（Ａ４判（縦使い）の場合） 

 １ 略図の構成  ＜各模範例＞ 

(1) 略図は、「表題部」、「案内図」及び「本図」により構成する。 

(2) 表題部は、「表題」、「処分の区間」、「道路の凡例」、「処分の凡例」及

び「処分の延長・面積」により構成する。 

(3) 「表題部」、「案内図」及び「本図」の配置については、全体のバランスを

考えて、見やすいように工夫する。 

(4) 用紙の右上端には、「別図」と縦書きする。 

ただし、公示の方法により「別図一」、「別図二」等と記する場合もある。 

(5) 「別図」の字の大きさは、16 ポイント程度とする。 

  

２ 略図の記載方法  ＜各模範例＞ 

(1) 表題 



 

 - 224 -

ア 表題は、「別図」左側に、「別図」より１字下げて縦書きする。 

イ 表題は、「路線名」「処分名」のあとに「略図」と記載する。 

ウ 路線名は、「都道○○○○線」、「一般国道○○○○号」等と記載する。 

エ 処分名は、「区域変更」、「供用開始」、「区域決定」等と記載する。 

オ 字の大きさは、16 ポイント程度とし、全体のバランスを考えて記載する。 

カ 路線名が複数の場合は、原則として区域変更等の主たる路線を右側に記載

し、他の路線はその左横に列記する。主たる路線以外は、路線の整理番号の

若い順に列記することが望ましい。  ＜参考例１＞ 

 

(2) 処分の区間 

ア 処分の区間は、「表題」左側に「表題」より１字下げて縦書きする。 

イ 字の大きさは、「表題」と同じにする。 

ウ 処分の区間は、「起点地名」、「～」（縦書き）、「終点地名」により構

成する。 

エ 処分の区間のうち、路線の起点側の端の地名を「起点地点」、終点側の端

の地名を「終点地点」とする。 

オ 「起点地名」、「終点地名」の表示は、町丁名又は（大）字名までとし、

丁名は「一丁目」のように漢字で表示する。 

カ 地名が長く、記載が２行になる場合には、１行目には「起点地名」、２行

目には１行目より一字下げて、縦書きの「～」を記載し、その下に「終点地

名」を書く。 

キ 「起点地名」と「終点地名」が同じ場合は、途中に他の地名があった場合

でも○○地内と記載する。  ＜模範例Ｃ・Ｄ＞ 

  

(3) 道路の凡例 

ア 道路の凡例の記載位置は、表題左側に処分の区間と同じ高さに縦書きする。 

イ 字の大きさは、12ポイント程度とする。 

ウ 凡例は、高速自動車国道、一般国道、都道及び区市町村道の順に、必要な

ものを記載する。  ＜別紙１＞ 

エ 首都高速道路については、記載しない。 

 

(4) 処分の凡例  ＜別紙１＞  

ア 記載方法 

(ｱ) 処分の凡例の記載位置は、道路の凡例に並べて縦書きする。 

(ｲ) 字の大きさは、道路の凡例と同じにする。 

(ｳ) 処分の凡例は、必要な凡例だけを記載する。 

イ 区域変更（区域決定）の場合 

(ｱ) 編入区域  ＜模範例Ａ＞ 

ａ 区域変更等により、新たに道路区域に編入される区域がある場合に記
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載する。ただし、重用編入区域は含めない。 

ｂ 「処分名」が区域決定の場合には、凡例を「編入区域（決定区域）」

にする。  ＜模範例Ｂ＞ 

(ｲ) 重用編入区域  ＜模範例Ａ＞ 

ａ 区域変更等により、新たに道路区域に編入される区域のうち、他の路

線の道路区域と重用することとなる区域がある場合に記載する。 

ｂ 「処分名」が区域決定の場合には、凡例を「重用編入区域（決定区域）」

にする。  ＜模範例Ｂ＞ 

ｃ 「重用編入区域」の下には、括弧書きで（都道○○○○線との重用編

入）等と重用関係を分かりやすく記載する。＜模範例 A＞ 

(ｳ) 廃止区域  ＜参考例２＞ 

区域変更により、道路区域が廃止される区域がある場合に記載する。た

だし、重用廃止区域は含めない。 

(ｴ) 重用廃止区域  ＜模範例Ｃ＞ 

ａ 区域変更により、道路区域が廃止される区域のうち、他の路線の道路

区域と重用していた区域がある場合に記載する。 

ｂ 「重用廃止区域」の下には、括弧書きで（都道○○○○線との重用廃

止）等と重用関係を分かりやすく記載する。 

(ｵ) 変更後区域  ＜模範例Ｄ＞ 

ａ 表題を区域変更後略図にした場合に使用する凡例。 

ｂ 区域変更等の結果、特定区間内で道路区域になっている区域全体を記

載する。ただし、変更後重用区域は含めない。 

ｃ 区域変更後略図は道路区域の廃止が生じる場合には使用しないので、

道路区域の廃止を表す凡例はない。 

(ｶ) 変更後重用区域  ＜参考例３＞ 

ａ 表題を区域変更後略図にした場合に使用する凡例。 

ｂ 区域変更等の結果、特定区間内で他の路線の道路区域と重用する区域

全体を記載する。 

ｃ 区域変更後略図は道路区域の廃止が生じる場合には使用しないので、

道路区域の廃止を表す凡例はない。 

(ｷ) 計画線  ＜模範例Ａ＞ 

都市計画道路等の都道の道路整備計画線を本図に図示する場合に記載す

る。 

ウ 供用開始の場合 

(ｱ) 供用開始区域  ＜模範例Ｅ＞ 

道路の供用を開始する区域を記載する。 

(ｲ) 供用除外区域  ＜参考例４＞ 

ａ 通常は記載しない。 

ｂ 道路区域になっているが、供用の開始に際し、供用を除外している区
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域を明示したい場合に記載する。 

ｃ 延長及び面積の表示は必要ない。 

(ｳ) 計画線  

都市計画道路等の都道の道路整備計画線を本図に図示する場合に記載す

る。 

エ 処分の延長・面積     

(ｱ) 処分の延長・面積は、凡例ごとに記載する。 

ただし、「計画線」、「供用除外区域」には記載しない。 

(ｲ) 処分の延長・面積の記載位置は、処分の凡例から２文字下げて列記する。 

(ｳ) 延長・面積は、漢字で表示し、小数点第２位（小数点第３位以下は切捨

て）まで記載する。なお、桁区切りのカンマは読点（、）、小数点は中点

（・）で表記すること。 

(ｴ) 字の大きさは 12ポイント程度とする。 

 

(5) 案内図 

ア 一般的記載  ＜別紙２＞ 

(ｱ) 案内図は、左上に表題部と並べてバランスよく配置する。 

(ｲ) 一般的には、縮尺 1/25,000 程度の地図を利用して、処分区域及び周辺地

域が一望できるよう図示する。 

(ｳ) 可能なかぎり、鉄道の駅を含んだ図にする。 

(ｴ) 必ず北を上にして記載し、方位を入れる。 

(ｵ) 区市町村名及び町丁名・（大）字名を記載し、区市町村については、そ

の境界線を簡単に分かりやすく記載する。 

(ｶ) 町丁名の数字は漢字とする。 

(ｷ) 主要な公共施設があれば、適宜記載する。 

イ 道路の記載        

(ｱ) 国道、都道は記載するが、区市町村道については記載しないことを原則

とし、分かり易くするため記載する場合も主要なものだけにとどめる。 

(ｲ) 処分箇所は黒塗りし、図の外側から矢印で「区域変更箇所」等と示す。 

(ｳ) 国道、都道は路線名を記載する。 

ただし、区市町村道には路線名を入れない。 

(ｴ) 首都高速道路については、原則として記載しない。 

 

(6) 本図 

ア 一般的記載  ＜別紙２＞ 

(ｱ) 本図は、略図の下半分に処分の概要が理解できるように記載する。 

(ｲ) 方位は、本図の左側の見やすい位置に記載する。 

(ｳ) 一般的には、縮尺 1/2,500 程度の地図を利用して記載するが、縮尺は分

かりやすさを優先して判断する。 
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(ｴ) 区市町村名及び町丁名・（大）字名を記載し、その境界線を簡単に分か

りやすく記載する。 

(ｵ) 交差点部等の地番（不動産地番）を適宜記入する。処分箇所の起点と終

点に当たる地番は、処分区間として使用するので、必ず正確に記載する。 

(ｶ) 町丁名及び地番の数字は漢字とする。 

(ｷ) 鉄道、河川、海等は必ず記入し、名称も記載する。 

イ 道路の記載        

(ｱ) 本図上の道路は、なるべく北が上になるように横長に記載し、長さが１

つの図で収まらない場合には、A-A'断面等を設けて、複数の図でバランス

よく記載する。 

(ｲ) 本図が１ページで収まらない場合は、複数のページに渡って記載する。

その場合は、全体のページで記載バランスを整えること。 

(ｳ) 複数の図になった場合の方位は、それぞれの図の左側の見やすい位置に

記載する。それぞれの図の方位は北である必要はなく、図ごとに異なって

いてもよい。 

(ｴ) 処分箇所を、凡例ごとに、決められた図柄で記載する。      

(ｵ) 処分箇所には、曲り点等の主要な道路幅員をアラビア数字で記載する。 

(ｶ) 道路幅員は、小数点第２位（小数点第３位以下切捨て）まで記載し、字

の大きさは 8 ポイント程度とする。 

(ｷ) 隅切り及び 10ｍ以下の辺には、原則的に辺長を入れる。      

(ｸ) 図が小さい場合には、部分的な拡大図を記載して、分かりやすくする。 

(ｹ) 道路は、国道、都道（首都高を除く）、区市町村道を記載し、私道は記

載しない。 

(ｺ) 国道、都道には、路線名を記入する。区市町村道には路線名を記入しな

い。 

(ｻ) 首都高速道路については、原則として記載しない。 

(ｼ) 新たに複数の路線に編入する場合には、区域変更等の主たる路線につい

て編入区域とし、他の路線は重用編入区域とする。 

(ｽ) 複数の路線に編入する場合で、主たる路線が無い場合には、次の順位で

整理番号の若い方を編入区域とし、他の道路には重用編入区域として扱う

ことを基本とする。 

なお、整理番号が無い路線についての順位は、適宜判断する。 

ａ 主要地方道の一般都道  （整理番号   1～ 99 号） 

ｂ 主要地方道の特例都道  （整理番号 301～399 号） 

ｃ 主要地方道以外の一般都道（整理番号 101～299 号、501～599 号） 

ｄ 主要地方道以外の特例都道（整理番号 401～499 号、番号なし）



文字の大きさの例 
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案内図及び本図の凡例 
 
（ア）境界線 
 
   -〉〈-〉〈-〉〈- 都県界 
 
          区、市、町、村界 
 
          町、丁目、（大）字界 
 
（イ）鉄道 
 
    しぶや 
              JR（路線名＝漢字）、（駅名＝ひらがな） 
       山手線 
    しぶや 
              私鉄（路線名＝漢字）、（駅名＝ひらがな） 
       東急東横線   
 
（ウ）地名   区市町村名、町丁名、（大）字名 
 
（エ）道路 
 
        高速自動車国道・一般国道 
 
 
           都道（右側線あるいは下側線を太く表示する。） 
 
 
 
        特別区道・市町村道 
 
（オ）河川 
 
         河川名を表示する。 

 （１級河川等の場合、流れる方向を矢印で示す。） 
 
 
（カ）主要な公共施設（文京公会堂、千歳清掃工場、千住大橋等） 
 

荒川 
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〔区域変更（編入・重用編入）〕       模範例Ａ 
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 〔区域決定（編入・重用編入）〕       模範例Ｂ 
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〔区域変更（重用・廃止）〕         模範例Ｃ 
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〔区域変更後〕           模範例Ｄ 
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 - 235 -

〔供用開始〕           模範例Ｅ 
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〔主たる路線〕           参考例１ 
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〔区域変更（廃止）〕         参考例２ 
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〔変更後重用〕           参考例３ 

 
延 長  八 四 三 ・ 二 三 メ ー ト ル 

面 積  九 、 七 二 六 ・ 一 七 平 方 メ ー ト ル 

 
延 長  二 〇 ・ 〇 八 メ ー ト ル 

面 積  一 九 六 ・ 七 三 平 方 メ ー ト ル 

 変 更 後 重 用 区 域 （ 都 道 町 田 調 布 線 と の 重 用 ） 
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 〔供用除外〕           参考例４ 

 
延 長  三 九 九 ・ 三 一 メ ー ト ル 

面 積  七 、 一 六 一 ・ 三 八 平 方 メ ー ト ル 
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                                    参 考 
略図作成に係る留意事項 

 
１ 用紙の使い方について 
  用紙の使い方については、要領のなかでＡ４判縦使いを原則としている。 
  ただし、既に略図がＡ４判横使いで作成されている場合には、それを使用してもよい。 
 
２ 略図の省略について 
  区域変更等と供用開始を同日付けで行う場合、編入区域及び変更後区域（重用を含

む。） と供用開始区域とが同一の場合に限り、供用開始略図を省略することができる。 
 
３ 区域変更等の延長の求め方について 
 （例１）                        
                       延    長 
 
 
                                                                中心線 
 
                                    区域変更箇所 
 （例２） 
 
 
 
                                                                中心線 
 
                         
                        延   長 
 
  延長の求め方（手順） 
  １ 処分凡例ごとに延長を求める。 
  ２ 処分範囲の一番端の点から中心線に垂線をおとす。 
  ３ 中心線上の両端の距離を測る。（図上でメジャーによる算出も可） 
  ４ 小数点第３位以下を切り捨て、第２位までを表示する。 
 
 （参考）中心線測量をやっている場合 
                      延    長 
                                                             Ａ  ：１０ｍ 
             Ａ            Ｃ              Ｂ                Ｂ  ：１３ｍ 
                                                          中心点間距離：２０ｍ 
  №１          №２        №３        №４         №５    中心点間数 ：２ 
                                                           
     Ａ ＋ Ｂ ＋   Ｃ    ＝ 延長 
    １０ｍ＋１３ｍ＋（２０ｍ×２） ＝６３．００ｍ 
  ※ 延長は、Ａ及びＢの距離にＣ（中心点間距離×中心点間数）を加えて求める。 
 
４ 区域決定及び区域変更の使用区分について 
    今後は、路線認定後の初回の区域編入を区域決定、２回目以降の区域編入を区域変更

 として取り扱う。 
 
５ 略図は、処分の概要を簡潔に示すためのものなので、手書きであっても支障ない。 
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〔手書例〕 

 
 （第6900号）             東 京 都 公 報    昭和55年9月9日（火曜日） 4 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



参考資料-12(12-1)

　　　　　　 別紙第３号様式(第１１条関係）
 

令和     年      月     日

担当者

電子署名又は職印 　　　　　　　印

　令和　年　月　日　立会・確認
立会・確認状況等

03　所有権登記名義人等

地　番 所有権登記名義人（□立会人）

住所
（登記記録と異なる場合）

氏名

本人確認方法 □運転免許証　□個人番号カード　□面識有り　□その他（　　　　）

氏名

本人確認方法 □運転免許証　□個人番号カード　□面識有り　□その他（　　　　）

所有権登記名義人との関係 □親族（　　　 ） □管理者（　　　  ）□代表者　□その他（  　　  ）　

連絡先（電話番号等）

持分 □単有　□共有（持分　　　　）　□共有者多数（別紙のとおり）

連絡先（電話番号等）

立会人

住所

 
□有
□無

 
□有
□無

 
□有
□無

 
□有
□無

 
□有
□無

 
□有
□無

 
□有
□無

 
□有
□無

□表題　　　□分筆　　　□合筆　　　□所在　　　□地目　　　□地積　　　□地図訂正
□地積測量図訂正　　　□土地所在図訂正　　　□その他（　　　　　　　　　　）

□変更
□更正

02　調査した土地 （表題登記以外は，申請前の状況を記載すること。）

申請番号 所　在 地　番 地　目 地　積 第三者の権
利の有無

利用状況
地積測量図
の有無

㎡

申請番号 事件名

□表題　　　□分筆　　　□合筆　　　□所在　　　□地目　　　□地積　　　□地図訂正
□地積測量図訂正　　　□土地所在図訂正　　　□その他（　　　　　　　　　　）

□変更
□更正

代表者 氏名

電話

土地建物調査要領第３条第２項 不 動 産 調 査 報 告 書（嘱託登記用） 土地

以下のとおり調査をしたので、その結果を報告します。

嘱託官署 部署

01　登記の目的
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　　　　　　 別紙第３号様式(第１１条関係）
 

　令和　年　月　日　立会・確認

　令和　年　月　日　立会・確認

　令和　年　月　日　立会・確認

04　登記原因及びその日付

申請番号 地　番 原因日付 原因 登記原因及びその日付の具体的判断理由

氏名

本人確認方法 □運転免許証　□個人番号カード　□面識有り　□その他（　　　　）

所有権登記名義人との関係 □親族（　　　 ） □管理者（　　　  ）□代表者　□その他（  　　  ）　

連絡先（電話番号等）

□単有　□共有（持分　　　　）　□共有者多数（別紙のとおり）

連絡先（電話番号等）

立会人

住所

地　番 所有権登記名義人（□立会人）

住所
（登記記録と異なる場合）

氏名

本人確認方法 □運転免許証　□個人番号カード　□面識有り　□その他（　　　　）

持分

立会・確認状況等

住所
（登記記録と異なる場合）

氏名

本人確認方法 □運転免許証　□個人番号カード　□面識有り　□その他（　　　　）

持分 □単有　□共有（持分　　　　）　□共有者多数（別紙のとおり）

連絡先（電話番号等）

所有権登記名義人との関係 □親族（　　　 ） □管理者（　　　  ）□代表者　□その他（  　　  ）　

連絡先（電話番号等）

立会・確認状況等

立会人

住所

氏名

本人確認方法 □運転免許証　□個人番号カード　□面識有り　□その他（　　　　）

地　番 所有権登記名義人（□立会人）

住所

氏名

本人確認方法 □運転免許証　□個人番号カード　□面識有り　□その他（　　　　）

所有権登記名義人との関係 □親族（　　　 ） □管理者（　　　  ）□代表者　□その他（  　　  ）　

□運転免許証　□個人番号カード　□面識有り　□その他（　　　　）

持分 □単有　□共有（持分　　　　）　□共有者多数（別紙のとおり）

連絡先（電話番号等）

立会人

地　番 所有権登記名義人（□立会人）

住所
（登記記録と異なる場合）

氏名

本人確認方法

連絡先（電話番号等）

立会・確認状況等
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　　　　　　 別紙第３号様式(第１１条関係）
 

□ 土地登記記録

□ 土地閉鎖登記記録・閉鎖登記簿

□ 建物登記記録

□ 建物閉鎖登記記録・閉鎖登記簿

□ 地図（　　　　　　　）

□ 地図に準ずる図面（　　　　　　　　　　）

□ 閉鎖地図及び閉鎖地図に準ずる図面

□ 地積測量図・土地所在図

□ 筆界特定関係資料等

□ 旧土地台帳

□ 旧土地台帳附属地図（和紙公図）

□ 基準点成果

□ その他（　　　　　　　　　　　　　）

□ その他（　　　　　　　　　　　　　）

□ 台帳申告書写し

□ 地籍図等

□ 国土調査等関係資料

□ 道路台帳

□ 道路台帳附属地図

□ 道路境界確定図等

□ 法定外公共物確定協議書等

□ 公共用地払下げ図面等

□ 河川法の適用河川境界承認図等

□ 換地確定図

□ 戦災復興区画整理図

□ 空中写真

□ 農業委員会の許可書等

□ 基準点成果

□ その他（　　　　　　　　　　　　　）

□ その他（　　　　　　　　　　　　　）

□ 地形地物：段差・石垣・のり地・崖・沢・道路・水路・尾根・谷・その他

□ 工作物：境界標識・土留め・ブロック塀・コンクリート擁壁・その他

□ 筆界確認書，立会証明書等

□ 売渡図面

□ 承諾書

□ 証言（証言者　　　　　　　　　　　）

□ その他（　　　　　　　　　　　　　）

□ その他（　　　　　　　　　　　　　）

証言者

作成年月日 　昭和○年○月○日

求積方法 　□座標法　　□三斜法　　□その他（　　　　　　　　　　）

作成年月日 　昭和○年○月○日

求積方法 　□座標法　　□三斜法　　□その他（　　　　　　　　　　）

06　資料・証言・事実等の分析

資料等番号 地　番 分析手法，分析結果その他必要な事項

原
本

確
認

結
果

そ
の
他
の
事
実
等

 
 
 
 
 
 
官
公
署
等
資
料

05　調査資料・証言・事実等

資料等区分 資料等番号 資料等名

登
記
所
資
料
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　　　　　　 別紙第３号様式(第１１条関係）
 

撮影年月日 撮影年月日

備　　　考 備　　　考

撮影年月日 撮影年月日

備　　　考 備　　　考

撮影年月日 撮影年月日

備　　　考 備　　　考

撮影年月日 撮影年月日

備　　　考 備　　　考

遠
　
景

近
　
景

その他
必要な事項

遠
　
景

近
　
景

点名 境界標 確認の状況

□新設
□既存
□復元
□入替え

遠
　
景

近
　
景

点名 境界標 確認の状況

□新設
□既存
□復元
□入替え

遠
　
景

近
　
景

点名 境界標 確認の状況

□新設
□既存
□復元
□入替え

点名 境界標 確認の状況

□新設
□既存
□復元
□入替え

07　現地の状況 □別紙のとおり
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　　　　　　 別紙第３号様式(第１１条関係）
 

　令和　年　月　日 ～ 令和　年　月　日

撮影年月日 撮影年月日

備　　　考 備　　　考

　令和　年　月　日 ～ 令和　年　月　日

㎡ ㎡ ㎡

□要　□否

□要　□否

公　差 地積更正の要否

観測日

求積・誤差の許
容限度の検証

地　番 登記地積 実測面積 較　差

遠
　
景

近
　
景

基本三角点等に
基づく測量がで
きない理由

一　筆　地　測　量

使用機器 　□TS　　□GNSS　　□その他（　　　　　　　　　　　　　)

恒久的地物

点　名 名称・種別 地物の名称

補助基準点

点　名 名称・種別 標　識

使用した
基本三角点等

点　名 等級・種別 標　識

使用機器 　□TS　　□GNSS　　□その他（　　　　　　　　　　　　　)

観測方法
　□放射　　□結合　　□閉合　　□交会　　□単回　　□対回　　□平均　　□その他（　　　　　　　）　　

　□スタティック　　□短縮スタティック　　□RTK　□ネットワーク型RTK　　□その他（　　　　　　　）

観測日

地図等の
精度区分

□甲１　　□甲２　　□甲３　　□乙１　　□乙２　　□乙３　　□なし

09　筆界位置の計測

基　準　点　測　量　等

測地系 　□世界測地系　　　□変換パラメータ（　　　　　）　　　□任意座標（　　　　　）

08　地域区分・精度区分

地域区分
□市街地地域　　　　□村落・農耕地域　　　　□山林・原野地域

　（甲２まで）　　　　　　（乙１まで）　　　　　　（乙３まで）
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　　　　　　 別紙第３号様式(第１１条関係）
 

撮影年月日 撮影年月日

備　　　考 備　　　考

12　調査図（現地案内図等） □別紙のとおり

調査図番号（　　　） タイトル

10　補足・特記事項
（※各欄における記録事項を補足すべき事項等を記録する。）

11　画像情報 □別紙のとおり
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参考資料12（12-2）

別紙第３号準用様式（第10条関係）

平成 年 月 日作成

以下のとおり調査の結果を報告します。

職印
電話番号

特 記 事 項

08
官 公 署 の
許 可 等

□有
□無

資料の名称 資料の説明（内容，活用方法等） 確認年月日

確認年月日 平成　　年　　月　　日

平成　　年　　月　　日

平成　　年　　月　　日

07
所 有 に 係 る
資 料

□有
□無

資料の名称 資料の説明（内容，活用方法等）

06
登記所以外
の 資 料

□有
□無

資料の名称 資料の説明（内容，活用方法等） 確認年月日

□その他

（　　　　　　　） (     　  　　　　　   )

備 考

特 記 事 項

Ⅱ
資
料
に
関
す
る
調
査
又
は
確
認

05
登記所備付
資 料

資料の名称 □地図 □地図に準ずる図面 □地積測量図
□基準点成果

そ の 他

住所，所在地
04 隣接関係等

地 番

氏名，名称

本 人 （ 申 請 意
思）確認の方法

備　　　考

住所，所在地

03
申請人及び
利害関係人

権利の種別

氏名，名称

特 記 事 項

地 積 ㎡

地 目

地 番

不 動 産 番 号

□　登記記録 □　登記記録 □　登記記録

□　申請情報 □　申請情報 □　申請情報 □　申請情報 □　申請情報

□更正 □訂正
（　　          　　）

02
申 請 対 象
土 地

所 在

登記記録、　　
申請情報の別

□　登記記録 □　登記記録

□合筆 □地目 □地積 □地図
□その他

□変更

０３－５３２０－○○○○

（　　　） 章以降　   無 報告書No

Ⅰ
基
礎
情
報

（
登
記
記
録
又
は
申
請
情
報

）

01
登記（業務）
の 目 的

□表題 □分筆

土地
　　　　　不　動　産　調　査　報　告　書　　（嘱託登記用）

調査　測量者職氏名

東京都○○建設事務所　
　　　　　　○○　○○
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別紙第３号準用様式（第10条関係）

09

10

11

  □変更　□錯誤　□その他(　　　　　　　　　　　　　　)と認定

□官公署の証明

平成　　年　　月　　日

確認年月日

確認年月日

平成　　年　　月　　日

により     年   月   日

（所有権証
明情報との
対査等）

□07章 所有に係る資料

分筆の特記事項
確認年月日 平成　　年　　月　　日

側

確認年月日 平成　　年　　月　　日

□登記記録

□(□申請人　□立会人)の説明

09 土地の区画・形状調査・確認

占 有 状 況 ・
利 用 状 況 の 調 査

原 因 及 び 日 付 の 調 査

□市街地

□その他(　　　　　　　　　　　　　　　　)

□村落地　農地  □山林原野
10

周辺地域の状況

11 所有権調査

土 地 の 区 画 ・
形 状 調 査 ・ 確 認

12 合筆の特記事項

隣 接 地 地 番

13

確認年月日

側

特 記 事 項

占 有 状 況 ・
利 用 状 況 の 調 査

申請地から見て東西南北側

所 有 権 調 査

側

□1/250　 □1/500　 □1/600　 □1/1000　 □1/1200 　□その他(　　　　　　　)　□縮尺なし　   Ⅳ
対
象
土
地
に
関
す
る
筆
界
の

確
認

14
登記所備付
地図の種類

縮 尺

精 度 区 分

Ⅲ
対
象
土
地
の
特
定
に
よ
る
現
地
調
査

申 請 地 地 番

報
告
事
項

作 成 事 業

現地との整合性

特 記 事 項

□法14条4項

□一致

□甲1 　 □甲2　  □甲3 　 □乙1 　 □乙2 　 □乙3　  □精度区分なし

□区画整理□法14条1項

□その他(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

側側 　　

□土地改良

平成  年　 月  日

□区画整理 □(　　　　　　　　　　　)

□国土調査

□概ね一致 □不一致 □その他(　　　　　)
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別紙第３号準用様式（第10条関係）

点

点

点

点

点

点

点

点

点

点

報 告 事 項

本人確
認方法

特 記 事 項
□確認

□立会 平成　　年　　月　　日

同資格□新設境界標

　　年　　月　　日

立会者

(　　　　)

□有　□無 □有　□無

現地と既提出地積測量
図との整合性

(　　　　)

作成年月日

□確認

□立会 平成　　年　　月　　日

同住所

同資格

特記事項

現地と既提出地積測量
図との整合性

(　　　　)

□申請地

□隣接地

地 番

□既存境界標

本人確
認方法

□有　□無 □有　□無

□新設境界標

作成年月日 (　　　　)

□申請地

平成  年  月  日

□既存境界標

地 番
同住所

□隣接地

□確認

□立会 平成　　年　　月　　日

立会者

本人確
認方法

同資格
現地と既提出地積測量
図との整合性

(　　　　)

地 番

□有　□無 □有　□無

□新設境界標

作成年月日 (　　　　)
同住所

　　年　　月　　日

□既存境界標

□確認

□立会 平成　　年　　月　　日

立会者

本人確
認方法

同資格
現地と既提出地積測量
図との整合性

(　　　　)

地 番

□有　□無 □有　□無

□新設境界標

作成年月日 (　　　　)
同住所

　　年　　月　　日

立会者

□確認

□立会 平成　　年　　月　　日

現地と既提出地積測量
図とのの整合性

(　　　　)

本人確
認方法

特 記 事 項

地 番 　　年　　月　　日

同資格

筆 界 確 認 の 方 法

□有　□無

Ⅳ
対
象
土
地
に
関
す
る
筆
界
の
確
認

申請地・隣
接 地 の 別
及 び 地 番

15 16
既提出の地積測量
図 と の 関 係

作成年月日

□申請地

□既存境界標

□既存境界標

□新設境界標

(　　　　)
同住所

境 界 標 の 状 況 立 会 の 態 様

□有　□無 立会者

□隣接地

□申請地

□隣接地

□申請地

□隣接地

特 記 事 項

特 記 事 項
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別紙第３号準用様式（第10条関係）

地積更正の必要性 地図訂正の必要性

報 告 事 項

地域区分

精度区分

判断の概要  

筆
界
点
測
量

画
地
調
整

種類，条件，計算資料等

細
部
測
量

筆界点名又は符号，既設・新設の別，使用機器、測量者，観測の方法，測量年月日等

登記記録と
の差

□ 無

□ 有

□ 無

その他

19 求 積 方 法

地番

特記事項

計算方法

総
合
報
告

20
誤 差 の
許 容 限 度

　□市街地(甲2まで)　　□村落地・農耕地(乙1まで)　　□山林・原野(乙3まで)

特記事項

Ⅴ
地
積
の
測
量
方
法
に
関
す
る
情
報

17

基本三角点
等 ・ 恒 久 的
地 物 （ 登 記
基 準 点 ・ 参
照 点 ） か ら
の 測 量

符号及び名称，既知点・新点の別，標識，恒久的地物の種類，データ種別，座標系，変換方法，
使用機器，観測の方法，精度管理，測量年月日等

18

□ 有

　□甲1　　　□甲2　　　□甲3　　　□乙1　　　□乙2　　　□乙3　　
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別紙第３号準用様式（第10条関係）

画像情報

画像資料No. 画像資料No.
摘 要 摘 要

平成 年 月 日 平成 年 月 日

画像資料No. 画像資料No.
摘 要 摘 要

平成 年 月 日 平成 年 月 日

画像資料No. 画像資料No.
摘 要 摘 要

平成 年 月 日 平成 年 月 日□撮影□作成 □撮影□作成

□撮影□作成 □撮影□作成

□撮影□作成 □撮影□作成
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別紙第３号準用様式（第10条関係）

調査素図
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参考資料-13

別紙第９号様式（第３２条関係） 嘱託登記用

土地の表示

令和○○年○○月○○日

調査　　測量者職氏名

　　主事　 　 ㊞

東京都○○○○建設事務所工事課測量係　○ ○ ○ ○

所　長　 ○ ○ ○ ○ 

立　会　証　明　書

　本立会証明書のとおり立会いの事実を確認し、測量をしたものであることを証明します。

東京都○○区　○○　○丁目　○○番○

○○区○○　○－○－○○
○○ ○○

妻
令和○○年
○月○○日

押　印立 会 人　　住　所(上)　　　氏　名(下)
所有者と
の 関 係

確 認 年 月 日

○○番○ ○○○○
○○区○○　○－○－○○

○○ ○○
本 人

所 有 権 者地　番

　この立会証明書と境界を明らかにした図面を合綴した場合は、立会人の契印をする。2

注　１

令和○○年
○月○○日

夫○○○○
○○区○○　○－○－○○

○○ ○○

　管理人、代理人が立会いをした場合は、その者の住所・氏名を併記して押印する。

令和○○年
○月○○日

令和○○年
○月○○日

 　上記の土地を測量するに当たり、下記のとおり関係土地所有者と立会いし、土地の筆界に
　　
　　
ついて異議なく確認されたものである。

令和○○年
○月○○日

○○番○ ○○○○
○○区○○　○－○－○○

○○ ○○
代理人

記

○○番○

○○番○

東京都○○○○建設事務所

○○番○ ○○○○
○○区○○　○－○－○○

○○ ○○
長男

○○○○
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別紙第９号様式（第３２条関係） 嘱託登記用

記

地　番 所 有 権 者 立 会 人　　住　所(上)　　　氏　名(下)
所有者と
の 関 係

確 認 年 月 日 押　印
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地形・筆界点見取図
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